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平成 14年 1 月 31 日 ~2 月 1 日/大阪国際会議場(ク、ランキューブ、大阪)

第10回全国救急隊員シンポジウム

企開会式

《プレホスピタル・ケアのさうなる向上をめざして》

平成14年 1月31日(木)------2月1日(金)、第10回全国救急隊員シンポジウムが大阪国際会議場

(ク、ランキューブ‘大阪)にて開催され、全国から救急隊員等約3，800名が参加しました(詳細p.8)。

A特別講演

東京大学名誉教授、(財)原子力安全研
究協会理事、放射線災害医療研究所長

前川和彦氏

企運営委員長

日本医科大学教授 山本保博氏



vデモンス トレーション

企ポスターセッション

Aパネルデ‘イスカッション

企救急用資器材等展示会 企一般発表



A水戸市消防本部

救急普及啓発広報車受納式
救急振興財団では、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援するため、財団

法人日本宝くじ協会からの助成を受けて、平成13年度は2団体(下北地域広域行政事

務組合消防本部、水戸市消防本部)に、救急普及啓発広報車を寄贈いたしました。

平成13年12月18日に水戸市役所、平成14年1月23日に下北地域広域行政事務組

合消防本部において、受納式が行われました。

v車両キーの授与



昨
秋
、
秋
田
・
青
森
・
山
形
・
新
潟
の

各
県
下
で
救
急
救
命
士
が
病
院
搬
送
中
の

患
者
に
気
道
確
保
の
た
め
の
気
管
内
挿
管

を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
議
論

を
巻
き
起
こ
し
た
。

現
行
法
上
、
救
急
救
命
士
に
は
気
管
内

挿
管
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た

め
、
総
務
省
消
訪
庁
か
ら
法
令
を
道
守
す

る
よ
う
都
道
府
県
を
通
し
て
各
消
防
機
関

に
通
知
さ
れ
、
救
急
車
か
ら
気
管
内
挿
管

が
撤
去
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
心
肺
停
止
患
者
の
生
存
率
が
他
の
地

域
よ
り
高
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
だ
け

に
、
何
と
も
割
り
切
れ
な
い
話
で
あ
る
。

一
日
も
早
く
、
治
防
機
関
と
医
療
機
関

の
協
力
・
連
携
な
ど
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
1BEEP-

ル
体
制
の
構
築
を
急
ぎ
、
救
急
救
命

士
に
対
し
、
気
管
内
挿
管
を
含
む
処
置
範

囲
の
拡
大
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
事
件
を
契
機
に
、
今
後
、
地
域

に
お
け
る
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
一

層
の
向
上
を
目
指
し
て
各
般
に
わ
た
る
施

救

i
l
E
B福

島

e
間
閉
酔
曹
関
目
・

策
が
検
討
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

際
、
是
非
と
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
欲
し

い
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
成
一
五
年

八
月
か
ら
制
度
化
さ
れ
る
「
住
民
基
本
台

帳
カ

i
ド
」
の
救
急
時
に
お
け
る
活
用
で

あ
る
。屈

知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
世
界
最
先

端
の

I
T
国
家
に
な
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
推
進
に

力
を
注
い
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
全

国
の
都
道
府
県
、
市
町
村
を
結
ぶ
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
つ
つ

あ
る
。本

年
八
月
か
ら
は
、
「
本
人
確
認
情
報

(
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
住

民
票
コ

l
ド
等
)
」
が
、
共
済
年
金
の
支

給
等
の
給
付
行
政
、
建
築
士
の
免
許
等
の

資
格
付
与
に
関
す
る
一

O
府
省
所
管
の

九
三
事
務
に
つ
い
て
、
国
・
地
方
公
共
団

体
の
行
政
機
関
等
に
提
供
さ
れ
る
体
制
が

で
き
上
が
り
、
さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
八

月
か
ら
は
、
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

眠
る

等
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ト
ド
(
住
基
カ

I
ド
)
の
交
付
が
始

土
白
血
マ
。
。

住
基
カ
i
ド
は
、
交
付
を
希
望
す
る
住

民
が
住
所
地
の
市
町
村
に
申
請
す
れ
ば
交

付
さ
れ
る
。

I
C
カ
i
ド
形
式
の
こ
の
カ

ー
ド
は
、
全
国
の
ど
の
市
町
村
で
も
こ
れ

を
提
示
し
て
住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
、
写
真
付
き
の
住
基
カ

l
ド
の
場
合
は

市
町
村
民
証
明
書
と
し
て
機
能
す
る
。

さ
ら
に
、
住
基
カ

i
ド
は
市
町
村
独
自

の
多
様
な
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
市
町
村

は
、
条
例
に
よ
り
、
カ
ー
ド
メ
モ
リ
の
空

き
領
域
に
必
要
な
情
報
を
記
録
し
て
多
目

的
に
利
用
で
き
、
住
民
に
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
町
村
独
自
の
カ

l
ド
利
用
方
法
と
し

て
は
、
例
え
ば
①
各
種
-
証
明
書
の
自
動
交

付
②
申
請
書
の
自
動
交
付
③
成
人
保

健
サ
ー
ビ
ス
④
救
急
支
援
サ
ー
ビ
ス

⑤
公
共
施
設
の
予
約
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現

住

争巻頭のことぱ

林

実

働
日
本
宝
く
じ
協
会
理
事
長

在
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
全
国
で
利

用
可
能
な
標
準
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

「
救
急
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
は
、

救
急
時
に
役
に
立
つ
本
人
の
情
報
や
連
絡

先
等
を
予
め
登
録
し
て
お
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
い
ざ
急
病
に
か
か
っ
た
り
事
故

に
遭
遇
し
た
時
に
、
救
急
車
に
設
置
さ
れ

た
カ

l
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
登
録
さ
れ
た

情
報
を
読
み
取
り
、
病
院
に
事
前
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
病
院
に
お
い
て

も
設
置
さ
れ
た
端
末
に
よ
り
情
報
を
読
み

取
り
、
最
善
の
応
急
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

救
急
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
シ
ス
テ
ム

の
開
発
で
は
、
全
国
の
ど
の
市
町
村
に
お

い
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る

よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
各
市

町
村
に
お
い
て
住
基
カ
i
ド
制
度
の
導
入

に
際
し
て
は
救
急
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

機
能
を
取
り
入
れ
、
救
急
業
務
の
高
度
化

助
と
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

の
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

国パ
i
卜
1

意

覇軍富盟

i
ー
ー
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
さ
5
な
る
向
上
を
め
ざ
し
て
i

l

文
ー
ー
編
集
室

平
成
一
四
年
一
月
一
一
二
日
・
二
月
一
日
の
両
日
、
「
第
一

O
回
全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
大
阪
市
消
防
局
・
働
救
急
振
興
財
団
主
催
に
よ
り
大
阪
国
際

会
議
場
(
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
)
に
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
一
二
、
八

0
0

名
を
超
え
、
各
会
場
は
入
り
き
う
な
い
ほ
ど
の
救
急
隊
員
等
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

熱
気
に
満
ち
た
二
日
間
と
な
っ
た
。

特
別
講
演
I

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
に
向
け
て
」

特
別
講
演
E
「

A
H
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ズ
二

O
O
O
Z基
づ
く
心
師
蘇
生
法
」

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
働
原
子
力
安
全
研
究
協
会
理
事

・

放

射

線

災

害

医

療

研

究

所

長

前

川

和

彦

病
院
前
救
護
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

(
M
C
)
体
制
の
議
論
の
経
緯
、
構
築
に
向
け
て

の
取
組
み
の
現
状
、
体
制
の
将
来
像
を
概
観
し
、

M

C
は
国
民
に
対
す
る
医
療
者
と
救
急
隊
員
の
共
通
の

責
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
早
急
に
そ
の
体
制
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
科
主
任
教
授
山
本
保
博

八
年
ぶ
り
の
改
訂
と
な
っ
た
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い

て
、
心
肺
蘇
生
法
委
員
会

(
J
R
C
)
が
発
表
し
た

「
一
般
市
民
に
教
え
る
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
」
の

A

H
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ズ
二

0
0
0
に
基
づ
く
主
な
変

更
を
七
項
目
に
整
理
し
、
救
急
隊
員
が
最
も
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
の
庁
従
来
の

C
P
R
と
の
変
更
点
H

を

示
し
た
。
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教
育
講
演
I

「
小
児
料
救
急
ー
病
院

選
定
の
基
準
」

財
甲
高
病
院
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
長
・
小
児
科
部
長

山
田
至
康

小
児
科
救
急
の
ト
リ
ア

l
ジ
の
困
難
さ
を
指
摘

し
、
症
状
別
に
各
種
疾
患
の
診
断
ポ
イ
ン
ト
と
重
症

度
判
断
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
解
説
。
一

次
、
二
次
、
三
次
施
設
へ
の
病
院
選
定
基
準
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
役
立
つ
よ
う
に
と
の
自
的
で
講
演
が
な

さ
れ
た
。

教
育
講
演
E

「
赦
急
活
動
記
お
け
る

法
的
な
諸
問
題
」

丸

山

法

律

事

務

所

弁

護

士

丸

山

富

夫

法
的
考
え
方
の
筋
道
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
前
提
の
も
と
、
①
救
急
隊
員
の
応
急
処
置

実
施
の
有
無
と
処
置
範
囲
を
超
え
て
し
ま
っ
た
場

合
、
②
口
頭
指
導
と
法
的
責
任
、
③
繰
り
返
し
要
請

事
例
、
④
救
急
業
務
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
に
つ



い
て
、
法
的
な
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。

教
青
講
演
E

「
諸
外
国
区
お
け
る
P

A
D
(非
医
療
従
事
者
巴
よ
る
除
細

動
)
の
推
進
状
況
」

帝
京
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
講
座
主
任
教
授

向
田
和
夫

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
へ
の

A
E
D
(体
外
式

自
動
除
細
動
器
)
教
育
を
解
説
、

P
A
D
(
A
E
D

を
市
民
が
使
え
る
体
制
)
運
用
に
つ
い
て
講
義
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
で

A
E
D
が
許
可
さ
れ
、
日
本

で
も
厚
生
労
働
省
が
一
部
航
空
機
内
で
の
乗
務
員
に

よ
る

A
E
D
使
用
を
認
め
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

I
「
化
学
物
質
災
害

時
の
対
応
要
領
」
で
は
、
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
・

岡
田
芳
明
先
生
よ
り
類
似
災
害
防
止
対
策
へ
の
意
見

が
出
さ
れ
、
住
友
化
学
工
業
側
・
畠
中
恵
一
氏
よ
り

安
全
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
神
戸
市
消
防
局
か
ら
は
特
殊
化
学
災
害
活
動
要

領
の
解
説
、
太
田
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
か
ら
は

化
学
工
場
の
爆
発
火
災
事
例
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ

た。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

E
「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
に
向
け
て
具
体
的
な
方

策
」
で
は
、
札
幌
市
消
防
局
、
仙
台
市
消
防
局
、
足

柄
消
防
組
合
消
防
本
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
東
京
都

衛
生
局
よ
り
、
体
制
の
現
状
や
将
来
へ
の
課
題
、
展

望
等
が
一
不
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I
「
ウ
ツ
タ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
の
現

状
と
課
題
」
で
は
、
奈
良
県
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

症
例
デ
l
タ
収
集
の
難
し
さ
を
指
摘
し
、
東
海
大
学

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
救
命
効
果
と
口
頭
指
導

の
検
証
を
踏
ま
え
、
ウ
ツ
タ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
市
消
防
局
は
ウ
ツ
タ

イ
ン
様
式
に
準
拠
し
た
心
停
止
患
者
に
対
す
る
調
査

研
究
の
経
緯
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
広
島
市
消

防
局
は
広
島
大
学
と
の
共
同
研
究
開
始
か
ら
報
告
書

作
成
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
大
津
市

消
防
局
は
ウ
ツ
タ
イ
ン
デ
l
タ
収
集
に
つ
い
て
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
換

さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
E

「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
応

急
手
当
の
推
進
方
策
」
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
、
東

海
大
学
、
兵
庫
県
立
健
康
セ
ン
タ
ー
、
東
京
消
防
庁
、

出
雲
市
外
4
町
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
よ
り
、

各
々
の
立
場
か
ら
応
急
手
当
実
施
率
向
上
に
向
け
た

現
在
の
状
況
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
が
だ

さ
れ
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

I
e
E
で
は
、
田
辺
市

消
防
本
部
が
「
少
数
ト
リ
ア

I
ジ
」
、
津
市
消
防
本

部
が
「
傷
病
者
検
索
と
情
報
収
集
」
、
大
阪
市
消
防

局
が
「
口
頭
指
導
」
、
横
浜
市
消
防
局
が
「
外
傷
現

場
に
お
け
る
観
察
・
処
置
」
を
実
演
。
聴
講
者
た
ち

も
自
ら
の
救
急
活
動
と
比
較
し
な
が
ら
、
亘
六
剣
な
眼

差
し
で
見
入
っ
て
い
た
。

ポ
ス
タ
i
セ
ッ
シ
ョ
ン

1
・
E
-
E
で
は
、
計
二

五
名
が
さ
ま
ざ
ま
な
テ

I
マ
に
つ
い
て
、
研
究
発
表

を
行
っ
た
。

一
般
発
表
で
は
、
「
救
急
活
動
と
接
遇
」
、
「
循
環

器
、
「
救
助
隊
と
の
連
携
」
、
「
精
神
科
、
「
女
性
救

急
隊
員
」
、
「
呼
吸
器
」
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た

意
見
発
表
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

〈
〉

O
〈
〉

第
一

O
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
そ
の
規
模
に
負
け
な
い
ほ
ど
、
救
急
隊
員
の
意

識
の
向
上
が
感
じ
ら
れ
た
。
ど
の
会
場
で
も
活
発
な

意
見
交
換
・
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
ビ
デ
オ

撮
影
を
行
っ
て
い
る
姿
も
目
に
つ
い
た
。
こ
れ
は
、

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
所
属
の
救
急
隊
員
に
見
せ

た
い
、
あ
る
い
は
、
自
身
の
能
力
向
上
の
た
め
に
再

度
見
直
し
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

今
後
、
救
急
救
命
士
の
処
置
拡
大
を
含
め
、
複
雑
多

様
化
す
る
救
急
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
も

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
重
要
性
は
高
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
一
五
年
一
月
三

O
日
榊
・
二
二
日
也
、
パ
シ
フ
イ
コ
横
浜
で
開
催
の

予
定
で
あ
る
。
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ロ
パ
ー
ト
2

l

l

高
松
市
滞
開
賭
を
取
材
し
て
l

l
ー

文
l
l
編
集
室

昭
和
六
三
年
の
瀬
戸
大
橋
開
通
、
平
成
元
年
の
新
高
松
空
港
開
港
、
平
成
二
年
の
四
国
横
断
自
動
車
道
の
延

伸
と
と
も
に
、
高
松
市
は
瀬
戸
内
海
国
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
の
規
模
が
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
、
救
急
に
対
す
る
こ

l
ズ
も
高
度
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
さ
う
な
る
救
命
率
ア
ッ
プ
の
た
め

に
は
、
パ
イ
ス
タ
ン
ダ

i
の
存
在
、
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
、
自
然
災
害
の
少
な
い
高
松
市

だ
が
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
を
対
岸
の
火
事
と
せ
す
、
緊
急
時
に
も
機
能
で
き
る
よ
う
に
と
、
組
織
単
位
で

の
講
習
を
は
じ
め
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

高
松
の
救
急
活
動

|
|
最
初
巴
、
吉
田
松
市
消
防
局
の
救
急
の
概
要

C
つ

い
て
教
え
て
い
だ
、
だ
け
ま
す
か
。

高
尾
高
松
市
は
、
人
口
約
三
三
万
人
、
面
積
約
一

九
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
香
川
県
の
中
央
部
に

位
置
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
職
員
は
三
九
四
名
で
、
三
二
名
の
救
急
救
命

士
が
中
心
と
な
り
、
日
々
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア

の
充
実
と
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
二
一
一
年
の
救
急
活
動
状
況
を
見
て
み
ま
す

と
、
出
場
件
数
は
二
二
、
七
五
三
件
、
搬
送
人
員
は

二
二
、

O
七
二
人
で
す
。
こ
れ
は
一
日
平
均
三
七
・
七

件
、
三
八
分
二
一
秒
に
一
件
の
割
合
で
救
急
車
が
出

場
し
、
住
民
二
八
人
に
一
人
の
割
合
で
救
急
車
を
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

|
|
何
か
、
救
急
事
案
で
高
松
市
の
特
徴
と
い
え
る

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

高
尾
特
に
そ
の
よ
う
な
事
案
は
見
当
た
り
ま
せ
ん

が
、
高
松
で
も
全
国
同
様
、
年
々
救
急
要
請
の
比
率

が
増
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
、
い
わ
ゆ
る
六

五
歳
以
上
が
そ
の
主
な
年
齢
層
で
す
ね
。
当
地
で
も

高
齢
化
社
会
の
影
響
が
確
実
に
出
て
き
て
い
る
よ
う

救急救命第B号 10

険
高
松
市
消
防
居

口
同
松
市
消
防
局
消
防
防
災
課
長

高
尾
武
臣

高
松
市
消
防
局

消
防
防
災
課
副
主
幹
兼
救
急
救
助
係
長

波
多
俊
二

で
す
。

i
ー
そ
れ
で
は
、
本
白
の
テ
ー
マ
で
あ
る
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
活
動
の
現
状
は
ど
の
よ
う
巴
な
っ
て
い

ま
す
か
。

高
尾
高
松
も
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
は
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
、
ど
こ
の
消
防

で
も
講
習
受
講
修
了
者
に
は
修
了
証
を
渡
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
旧
自
治
省
消
防
庁
が
平
成
五
年
に

規
定
を
定
め
る
以
前
か
ら
、
高
松
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
修
了
証
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
規
定
が
定
ま
っ
て
か
ら
は
真
っ
先
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に
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
九
隊
の
救
急
隊
で
は
、
十
分
な

普
及
啓
発
が
難
し
い
状
態
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
指

導
す
る
側
の
人
手
が
不
足
し
て
い
る
ん
で
す
。
今
ま

さ
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
す
る
べ
く
、
新
た
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
今
私

ど
も
に
は
一
つ
の
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

れ
は
、
高
松
市
に
は
一
四
万
の
世
帯
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
一
世
帯
に
最
低
一
人
は
応
急
手
当
が
で

き
る
人
を
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
平

成
二
一
一
年
ま
で
で
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方

が
九
、
二

O
O名
ほ
ど
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
で
す

ね。波
多
過
去
三
年
間
の
講
習
回
数
を
見
て
み
ま
す

と
、
確
実
に
そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
は
仕

方
な
く
講
習
に
参
加
さ
れ
た
よ
う
な
方
も
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
ね
。
自
治
会
単
位
で
講
習
の
依
頼

が
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
我
々
の
目
標
を

達
成
す
る
に
も
い
い
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

高
尾
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
自
治
会
単
位
で
の
講
習
で

す
ね
。
私
ど
も
で
は
自
主
防
災
組
織
と
呼
ん
で
い
ま

す。

注 この統計は平成 13年 1月 1日から平成 13年 12J3 31日までのものです。

盟
自
主
防
災
組
織
と
救
命
講
習
覇

ー
ー
ー
そ
の
自
主
防
災
組
織
広
つ
い
て
、
も
う
少
し
ご

説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高
尾
き
っ
か
け
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す

が
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
消
防
が
現
場
へ
な
か

な
か
行
け
な
い
よ
う
な
場
合
、
地
域
ぐ
る
み
で
身
を

守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
の
こ
と
は
地
域
で

守
る
、
家
族
の
こ
と
は
家
族
で
守
る
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
、
こ
う
い
っ
た
言
葉
を
う
た
い
文
句
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
自
治
会
単
位
で
組
織
を
作
っ

て
い
ま
す
。
今
、
高
松
に
は
そ
う
い
っ
た
自
治
会
が

約
一
、
五

O
O
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
二
年
で

よ
う
や
く
一
五

O
近
く
の
自
主
防
災
組
織
が
で
き
ま

一
割
で
す
ね
。
こ
れ
を
も
っ
と
上
げ
て
い
き

し
た
。

v応急手当普及員・指導員の認定証

11 



， ~....防災訓練の様子

v防災訓練での心肺蘇生法の実技

た
い
わ
け
で
す
。

波
多
こ
う
い
っ
た
組
織
は
主
に
震
災
訓
練
な
ど
が

多
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
な
ど
も
開
催
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

救急救命第8号 12

1

1

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
組
織
と
は
違
う
ん

で
す
か
。

高
尾
え
え
、
ち
ょ
っ
と
二
段
階
に
な
っ
て
い
ま
し

て
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
は
自
主
防
火
組
織
と
呼
ん
で
い
る

ん
で
す
。
自
主
防
災
組
織
と
自
主
防
火
組
織
を
一
緒

に
し
た
ら
、
結
成
率
は
か
な
り
上
が
る
と
思
い
ま

す
。
昨
年
は
高
松
市
職
員
も
自
主
防
災
組
織
の
結
成

に
参
加
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

事
業
所
単
位
で
の
講
習
の
問
題
点

l
iそ
う
い
つ
だ
組
織
単
位
で
の
講
習
会
の
ほ
か

区
、
事
業
所
を
対
象
区
し
だ
講
習
会
を
活
発

C
行
っ

て
い
る
消
防
本
部
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
高
松
市
で

は
い
か
、
か
で
す
か
。

高
尾
市
内
で
公
衆
の
人
々
が
出
入
り
す
る
よ
う
な

と
こ
ろ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
は
し
て
い
ま
す
が
、
普
通
救

命
講
習
に
必
要
な
三
時
間
を
一
度
に
と
っ
て
も
ら
う

の
は
大
変
で
す
ね
。
電
気
保
安
協
会
と
か
半
官
半
民

の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
気
持
ち
よ
く
講
習
に
参
加
し
て

く
れ
る
ん
で
す
が
、
民
間
企
業
の
方
が
就
労
時
間
内

に
三
時
間
を
割
く
と
い
う
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

賛
同
し
て
く
れ
る
事
業
所
で
も
、
一
時
間
半
ご
と
に

二
回
に
分
け
て
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
我
々
も
で



き
る
限
り
相
手
の
要
望
に
応
え
て
あ
げ
た
い
の
で
す

が
、
二
回
に
分
け
る
と
「
一
間
目
は
出
た
け
ど
二
回

目
は
出
ら
れ
な
い
」
、
「
一
回
目
は
出
ら
れ
な
か
っ
た

け
ど
、
二
回
目
は
参
加
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
方

が
出
て
き
ま
す
。
一
回
目
、
二
回
目
と
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
の
は
全
体
の
二
、
一
一
一
割
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、
因
っ
た
こ
と
に
修
了
証
が
お
渡
し
で

き
な
い
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
貴
重
な
時
間
を
割
い

て
く
れ
た
の
に
、
こ
れ
で
は
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん。波
多
時
間
制
限
が
な
い
実
技
指
導
で
、
一
時
間
程

度
の
講
習
は
何
度
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
昨
年
は

六
O
回
、
一
、

0
0
0
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た。

消防防災課高尾課長

高
尾
も
う
一
つ
考
え
た
の
は
、
高
松
市
に
は
防
火

安
全
協
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
普
及
啓

発
活
動
を
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
幅
広
い
層
に
普
及
し
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
う
や
っ
て
質
の
違
う
分
野
で
も
講
習
を
行
っ

て
ほ
し
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
指
導

員
を
予
定
し
て
い
た
元
救
急
隊
員
が
別
の
と
こ
ろ
に

再
就
職
し
て
し
ま
い
ま
し
て
、
実
現
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
小
規
模
雑
居
ピ
ル
の
防
火
対
策
な
ど
も
あ
っ

て
、
そ
ち
ら
に
人
員
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
最
初
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
で
も
、
指
導
者
の
人
員
不
足
が
痛
手
と
な

り
ま
し
た
ね
。

動
機
付
け
が
肝
心

ー
ー
な
か
な
か
救
急
の
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
も

の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
実
際
の
講
習
で
印
象
区
残

っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

波
多
以
前
、
す
劇
の
よ
う
な
も
の
を
や
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
数
え
る
ほ
ど
で
す
け
ど
ね
。
い
ろ
い

ろ
と
消
防
署
単
位
で
工
夫
し
て
い
る
よ
う
で
、
中
に

は
職
員
が
住
民
の
姿
に
変
装
し
た
:
・
と
い
う
よ
う
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
堅
苦
し
く
な
ら
な

い
で
笑
い
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
と
、
住
民
の
方
も

取
り
組
み
ゃ
す
い
で
す
か
ら
ね
。

高
尾
四
年
前
に
高
松
で
日
本
救
急
医
学
会
学
術
総

会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
、
救
命
講
習
へ
の
動
機
付

け
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
て
県
民
参
加
に
よ
る
普
及

啓
発
と
い
う
こ
と
を
三
時
間
く
ら
い
や
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
の
参
加
者
は
三

O
O名
程
度

憾総巡伊

救急救助係波多係長

で
し
た
ね
。
香
川
県
は
災
害
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、

県
民
の
皆
さ
ん
も
災
害
は
こ
な
い
だ
ろ
う
と
、
あ
る

意
味
、
安
心
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
救
命
講
習
に
し
て
も
震
災
訓
練
に

し
て
も
、
な
か
な
か
の
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

医
師
か
ら
の
口
頭
指
導
と

再
講
習
の
必
要
性

ー
ー
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
、
か
、
講

習
が
報
わ
れ
た
と
い
う
か
、
実
際

C
受
講
者
、
ガ
パ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
と
な
っ
定
例
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

波
多
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
し
て
で
は
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
通
報
時
に
口
頭
指
導
を
行
っ
て
異
物
が

13 



A医師による口頭指導

除
去
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
背
部
叩
打

法
な
ど
を
実
際
に
指
導
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
二
、

一
一
一
回
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
私
ど
も
は
通
信
の
部
門

に
救
急
救
命
士
が
い
な
い
ん
で
す
ね
。
他
都
市
の
お

話
を
聞
き
ま
す
と
救
命
士
が
通
信
に
携
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
高
松
の
場
合
は
、
金
曜
日

の
日
中
に
香
川
医
科
大
学
の
先
生
が
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
口
頭
指
導
す
る
形
で
プ
ロ
ト
コ

l
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
傷
病
者
が
助
か
っ
た

場
合
は
、
後
で
通
報
者
に
も
「
助
か
り
ま
し
た
よ
」

と
連
絡
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

高
尾
口
頭
指
導
を
行
っ
て
も
、
通
報
者
が
講
習
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
、
理
解
の

仕
方
も
違
い
ま
す
よ
ね
。
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
し
。
地
震
や
災
害
の
記
憶
が
、
月
日
が
た
つ
て
風

化
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
応
急
手
当
の
重
要
性
み
た

い
な
も
の
も
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
常

に
そ
う
い
っ
た
救
命
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

波
多
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
再

講
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
九
七

O
名
く
ら
い
の
方
が
再

講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
普
通
救
命
講
習
を

受
け
た
方
の
ほ
ぼ
一
割
で
す
。
一
四
年
度
か
ら
は
講

習
内
容
も
変
わ
っ
て
動
作
も
簡
潔
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

...... 通信室の様子

醐
瞳
新
心
肺
蘇
生
法
の

P
R
瞳

l
l
i心
肺
蘇
生
法
、
か
新
し
く
な
り
ま
し
だ
、
ガ
、
市
民

の
方
々
へ
の
P
R
は。

高
尾
講
習
方
法
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
に

改
め
て

P
R
で
き
る
、
良
い
き
っ
か
け
で
も
あ
り
ま

す
。
以
前
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
消
防
の
広

報
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
回
も
そ
う

い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
普
及
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

波
多
救
急
医
療
週
間
に
は
市
役
所
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
っ
て
、
救
急
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
市
役
所
に
来
た
人
た
ち
が
気
軽
に
見
て
く

れ
る
よ
う
に
、
資
器
材
や
統
計
資
料
を
展
示
す
る
ん

で
す
が
、
そ
こ
で
も
希
望
者
に
は
応
急
手
当
を
教
え

て
い
ま
す
。
救
急
現
場
で
活
動
し
て
い
る
写
真
も
パ

ネ
ル
に
し
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
我
々
の
日
ご
ろ
の

活
動
も
見
て
も
ら
え
ま
す
。

市
役
所
に
訪
れ
る
人
は
、
一
日
平
均
一
二
、

0
0
0

人
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
人
は
、
そ
の
う
ち
の
一
割
、

三
0
0
人
程
度
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
五
日
間
や
れ
ば

一
、
五

O
O
人
で
す
か
ら
。
地
味
な
活
動
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
救
急
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
普
及
啓
発
活
動
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

救急救命第8号 14

瞳
未
来
の
医
師
た
ち
の救

急
車
同
乗
実
習
輔

高
尾
救
急
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
に
少
し
関
連
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
高
松

市
で
は
香
川
医
科
大
学
と
連
携
し
て
、
麻
酔
救
急
医

学
講
座
の
臨
床
実
習
の
一
つ
と
し
て
、
救
急
車
向
乗



実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
医
学
部
系
の
大
学

は
八

O
く
ら
い
あ
り
ま
す
が
、
高
松
は
昭
和
五
九
年

こ
ろ
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

全
国
で
一
番
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
将
来
、
医

師
に
な
ろ
う
と
い
う
学
生
た
ち
に
救
急
業
務
を
実
際

に
見
て
も
ら
お
う
と
。

私
ど
も
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
学
生
た
ち
が

晴
れ
て
医
師
に
な
っ
た
際
に
は
、
救
急
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
最
近
で
は
救
急
の
高
度
化
と
併
せ

て
、
医
学
生
は
卒
業
後
何
年
か
は
救
急
医
療
に
携
わ

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
の
点
、
高
松
は
全
国
に
先
駆
け
て
こ
の
よ
う

な
体
制
を
整
え
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
か
な
り
先

進
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
た
ち
に
は
実
習
の
最
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。
「
救
急
隊
員
は
大
変
だ
」
と
い

う
意
見
が
多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
な
ん
で
す
が
、
中
に

は
「
救
急
隊
と
い
っ
て
も
法
の
制
限
が
あ
っ
て
十
分

な
処
置
が
で
き
な
い
。
あ
れ
で
は
救
命
率
が
上
が
ら

な
い
。
処
置
拡
大
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
か
「
も
う
少
し
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
っ
た
意
見

も
出
て
き
ま
す
。

l
l実
習
を
と
お
し
て
そ
う
い
つ
だ
考
え
万
を
す
る

よ
う
巴
な
つ
だ
の
な
ら
、
こ
れ
は
医
療
と
救
急
、
双

万
C
と
っ
て
、
非
常
区
効
果
の
あ
る
こ
と
で
す
ね
。

高
尾
学
生
の
中
に
は
一
回
で
は
納
得
し
な
い
と
言

っ
て
、
二
回
、
三
回
来
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
年
夏
休
み

を
利
用
し
て
全
国
の
大
学
生
を
対
象
に
「
香
川
脳
疾

患
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
中
央
病
院
の
脳
外
科
の
先
生
が
や
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
救
急
車
の
体
験
乗
車
の
時
間

が
あ
り
ま
す
。

瞳
さ
ら
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
巴
向
け
て
瞳

-

i

救
急
隊
員
の
側
で
は
何
か
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高
尾
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
聴
覚
障
害
者
と
意
思

疎
通
を
図
る
た
め
に
「
聴
覚
障
害
者
と
の
災
害
時
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト

を
製
作
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
、
手

話
の
研
修
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
管
内
に
は
四

つ
の
署
が
あ
り
ま
す
が
、
今
、
三
つ
ま
で
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

手
話
以
外
で
は
、
外
国
人
へ
の
対
応
な
ど
も
あ
っ

て
、
熱
心
な
職
員
た
ち
が
英
会
話
な
ど
勉
強
会
に
率

先
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

ー
!
こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
活
発
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
だ
。

全国手話題訳問題研究会香川支部(医療班)
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広大冊
ヌJ
開

• 古
井
秀
之

救
急
救
命
九
州
研
修
所
研
修
部
研
修
課
課
長
補
佐

読
者
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。

卒
業
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
御
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
し

ま
す
。救

急
救
命
九
州
研
修
所
は
「
即
戦
力
救
急
救
命
士
の
養

成
」
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

り
質
の
高
い
研
修
効
果
が
得
ら
れ
る
か
、
検
討
を
重
ね
つ

つ
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

研
修
生
は
救
急
救
命
士
資
格
取
得
後
、
実
際
に
救
急
救

命
士
と
し
て
救
急
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
こ
う
し
た
救
急
業
務
の
最
も
基
本
的
な
目
標
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
各
消
防
本
部
と
も
智
恵
を
絞
っ
て
い
る
の

が
「
搬
送
時
間
の
短
縮
」
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
所
要
時
間
を
一
分
で

も
一
秒
で
も
短
縮
す
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
や
関
係
者
の

心
身
の
苦
痛
・
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
ま
た
、
速
や
か
に

次
期
出
動
に
備
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
等
の
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
患
者
・
関
係
者
へ
の
病
態
・

病
状
説
明
や
搬
送
先
選
定
理
由
、
状
況
に
よ
っ
て
は
特
定

行
為
の
必
要
性
の
説
明
、
そ
し
て
医
療
機
関
へ
の
連
絡
等

を
効
率
よ
く
行
う
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
。そ

の
た
め
に
は
、
相
手
の
理
解
や
納
得
を
得
る
た
め
に

素
早
く
要
点
を
整
理
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
説
得
力
あ
る

会
話
術
の
訓
練
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
対
象
者

は
、
緊
急
時
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
た

め
、
相
手
の
心
理
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
会
話
す
る
言
語

心
理
学
的
な
要
素
も
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
一
四
期
生
か
ら
、
授
業
前
の
時
間
を
利
用
し
て

毎
日
、
各
ク
ラ
ス
五
名
(
班
単
位
)
が
教
官
の
事
前
指
定

し
た
テ
l
マ
に
沿
っ
て
一
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
に
は
必
ず
専
任
教
授
、
教
官
が

立
ち
会
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
ま
ず
、
全
員
の
自
己
紹
介
が
一
巡
し
た
後
に

「
印
象
に
残
っ
た
救
急
出
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
、
「
一

O

年
後
の
私
」
、
「
心
に
残
る
失
敗
談
」
、
「
私
の
担
当
教
官
」
、

「
専
任
教
授
に
つ
い
て
」
な
ど
と
続
き
ま
す
。

入
所
初
期
に
は
人
前
で
話
す
こ
と
の
緊
張
感
か
ら
、
な

か
な
か
う
ま
く
時
間
内
に
は
収
ま
り
ま
せ
ん
。

自
己
紹
介
な
の
に
所
属
本
部
名
や
年
齢
を
言
い
忘
れ
た

り
、
時
間
超
過
の
た
め
話
半
ば
で
教
官
か
ら
打
ち
切
ら
れ

た
り
、
妻
は
一
人
と
決
ま
っ
て
い
る
の
に
「
妻
一
人
」
と

紹
介
し
て
教
授
か
ら
指
摘
を
受
け
た
り
。

こ
れ
が
二
順
自
と
も
な
る
と
、
少
し
余
裕
が
出
て
き
ま

す
が
、
受
け
狙
い
の
つ
も
り
が
笑
い
を
取
れ
な
か
っ
た

り
、
テ
ー
マ
か
ら
大
き
く
脱
線
し
た
り
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
き
ま
す
。

「
私
の
担
当
教
官
」
と
い
う
テ
l
マ
で
は
、
当
該
教
官

を
目
の
前
に
し
て
話
し
辛
そ
う
に
教
官
の
顔
を
時
折
チ
ラ

チ
ラ
と
見
な
が
ら
本
音
も
少
し
、
と
い
う
微
笑
ま
し
い
シ

ー
ン
も
見
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
研
修
期
間
終
了
間
近
に
な
っ
て
き
ま
す
と
全
員

が
合
格
点
と
は
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
総
体
的
に
か
な

り
の
上
達
を
見
せ
ま
す
。
結
果
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
は

上
々
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
誌
面
の
都
合
上
、
ス
ピ
ー
チ
の
す
べ
て
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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「
印
印
象
に
残
る
救
急
出
動
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」

栗
栖
和
明
匹
島
県
山
県
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部

普
段
、
我
々
救
急
隊
が
出
場
す
る
現
場
は
、
患
者
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
、
関
係
者
も
悲
し
く
、
つ
ら
い
顔

を
し
た
現
場
で
あ
り
悲
し
み
に
満
ち
て
い
ま
す
。
ま
し
て

や
救
命
で
き
ず
、
帰
隊
す
る
時
は
我
々
救
急
隊
も
、
と
て

も
悲
し
く
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
り
「
救
急
隊
の
出

場
す
る
現
場
に
は
、
悲
し
み
し
か
な
い
」
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。そ

ん
な
持
に
、
一
件
の
救
急
事
例
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

そ
の
事
例
は
、
経
産
婦
が
陣
痛
を
訴
え
、
救
急
要
請
と

な
り
車
内
分
娩
と
な
っ
た
事
例
で
す
。

病
院
へ
搬
入
後
、
帰
隊
す
る
際
に
あ
い
さ
つ
に
行
く

と
、
本
人
、
関
係
者
が
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て

お
ら
れ
、
自
分
も
自
然
に
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
帰
隊
途
中
「
救

急
隊
の
出
場
す
る
現
場
に
も
、
喜
ぴ
が
あ
る
ん
だ
な
」
と

改
め
て
感
じ
、
生
命
の
誕
生
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
を
感

じ
た
救
急
事
例
で
し
た
。

今
後
救
命
士
と
な
り
、
悲
し
み
の
現
場
を
喜
び
の
現
場

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考



え
ま
す
。「

心
に
残
る
失
敗
談
」

中
山
苛
敦
之
新
一
一
伸
一
一
区
制
域
広
域
市
西
村
圏

そ
れ
は
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
五
年
前
、
私
達
の
消
防
本

部
に
高
規
格
救
急
車
が
導
入
さ
れ
て
間
も
な
い
あ
る
日
の

出
来
事
で
す
。

私
達
が
救
急
車
の
資
器
材
の
取
扱
い
方
を
勉
強
し
て
い

た
時
、
当
時
の
私
は
救
助
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
せ
い
も
あ

る
の
か
、
隊
長
の
言
葉
を
上
の
空
で
聞
い
て
い
た
の
で

す。
す
る
と
隊
長
が
「
よ
し
、
今
か
ら
訓
練
を
行
う
。
」
と

言
い
出
し
た
の
で
し
た
。

「
中
寄
、
隊
員
や
っ
て
く
れ
。
」

「
え
l
!
俺
が
隊
員
!
」
と
心
の
中
で
叫
ん
だ
の
で

す
が
、
私
も
後
輩
の
手
前
、
何
も
知
ら
な
い
と
は
言
え
ず

「
は
い
、
分
り
ま
し
た
。
」
と
震
え
る
声
で
答
え
た
の
で
す
。

「
ど
l
し
ょ
l
!
」
何
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
な
い
私
が
隊
員
。

「ど

1
し
ょ
I
!
」
頬
を
伝
う
一
粒
の
冷
た
い
汗
。

そ
ん
な
私
を
次
々
と
牙
を
む
い
て
襲
い
か
か
る
想
定
。

そ
の
時
「
患
者
、
心
肺
停
止
状
態
!
」
と
い
う
声
が
車

内
に
響
い
た
。

私
の
死
ん
で
い
た
目
が
一
瞬
輝
き
を
放
っ
た
。

「
心
肺
蘇
生
法
は
任
し
と
け
!
」
と
心
の
中
で
大
声
で

叫
ぴ
、
す
ぐ
さ
ま
心
肺
蘇
生
を
実
施
し
た
の
で
す
。

頬
を
伝
う
一
粒
の
心
地
よ
い
汗
。

し
か
し
次
の
瞬
間
、
私
の
中
に
電
気
が
走
っ
た
の
で
す
。

私
の
目
の
前
に
は
、
フ
ラ
ッ
ト
だ
っ
た
心
電
図
の
波
形

が
ち
っ
ち
ゃ
な
波
を
刻
み
始
め
た
の
で
す
。

「
何
じ
ゃ
こ
り
ゃ
!
?
」

す
る
と
、
隊
長
が
「
モ
ニ
タ
ー
、

で
叫
ん
だ
の
で
す
。

「
え
I
。

V
F
つ
て
な
に
?
」

私
は
何
が
な
ん
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す

ら
隊
長
と
視
線
を
合
わ
さ
な
い
よ
う
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
隊
長
の
鋭
い
視
線
が
私
の
頬
を
突
き
刺
し
た

瞬
間
「
中
寄
、
立
ち
上
げ
ろ
。
」
と
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

「
な
ん
じ
ゃ
そ
ら
?
」

隊
長
の
言
葉
に
は
主
語
も
述
語
も
何
も
な
し
。

「
い
っ
た
い
俺
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
?
立
ち

上
げ
ろ
っ
て
何
?
」

隊
長
は
私
に
指
示
病
院
に
連
絡
し
て
「
モ
ニ
タ
ー
の
端

末
を
立
ち
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
訓
練
を
行
い
た

か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
当
時
の
私
に
は
、
隊
長
の
一
言
葉
を
理
解

す
る
こ
と
が
全
く
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
私
は
心
を
決
め
て
も
う
一
度
聞
き
返
し
た
の
で

す。
「
隊
長
、
何
で
す
か
?
」

「
パ
カ
た
れ
!
立
ち
上
げ
ろ
ち
言
い
よ
ん
の
じ
ゃ
l
」

車
内
に
響
く
ま
た
し
て
も
隊
長
の
大
き
な
罵
声
凸
し
か

し
、
私
は
ど
う
し
て
も
そ
の
言
葉
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
自
分
な
り
に
思
考
回
路
を
フ
ル
に
回
転
さ
せ
、

そ
の
言
葉
を
理
解
し
た
の
で
す
。

「
そ
う
か
解
っ
た
日
」

そ
こ
に
は
、
救
急
車
の
中
で
一
人
自
信
あ
り
げ
に
立
ち

上
が
っ
て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。

今
、
私
は
「
救
命
士
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
救
急
救
命
九
州
研
修
所
に
お
い
て
、
技
術
・
学
力

の
向
上
を
図
る
た
め
毎
日
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

あ
と
少
し
で
私
も
こ
こ
を
卒
業
し
「
救
命
士
」
と
い
う

名
を
自
分
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
い
ま
こ
こ
で
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は
な
り
た
い
と
思
う
。

V
F
確
認
」
と
大
声

胸
に
「
自
信
」
と
い
う
大
き
な
花
を
挿
し
た
「
救
命
士
」

「
一

O
年
後
の
私
」

佐
藤
正
春
新
潟
県
長
岡
市
消
防
本
部

一
O
年
後
の
私
は
、
歳
の
頃
は
「
五

O
」
の
声
を
聞
く

年
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
と
変
わ
ら
ず
こ
の
救
急
服

を
着
て
、
毎
日
人
の
命
を
救
う
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
研
修
所
で
教
わ
る
全
て
の
知
識

.
経
験
を
将
来
も
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
気
を
引
き

締
め
て
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

ま
た
、
一

O
年
後
の
私
は
、
こ
こ
で
の
生
活
を
き
っ
と

懐
か
し
く
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
職
務
上
の
地
位
や
環
境

が
か
わ
っ
た
と
し
て
も
テ
ス
ト
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

追
わ
れ

H

救
急
d

だ
け
に
目
を
向
け
、
情
熱
を
燃
や
し
つ

づ
け
た
半
年
間
を
、
生
涯
の
宝
と
し
て
抱
け
る
よ
う
一
日

一
日
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4争

4静

4争

以
上
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
研
修
生
は
こ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
常
に
考
え
な
が
ら
話
す
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぴ
ま
し
た
。
研
修
所
を
卒
業
し
、
救
命
士
資
格

取
得
後
は
搬
送
時
間
の
短
縮
と
い
う
命
題
に
向
け
て
果
敢

に
努
力
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
希
望
し
ま
す
。

最
後
に
、
研
修
生
は
様
々
な
地
域
か
ら
家
族
と
離
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
救

命
士
と
な
る
べ
く
、
勉
強
に
実
技
に
と
精
一
杯
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
応
援
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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第

8
田

し

の
ち
の
長
さ

平
均
寿
命
と
い
う
信
仰

山
本
周
五
郎
に
『
将
監
さ
ま
の
細
み
ち
』
(
昭
和

三
十
一
年
)
と
い
う
佳
篇
が
あ
る
。
病
弱
の
夫
と
子

ど
も
を
か
か
え
開
場
所
で
身
を
ひ
さ
ぐ
二
十
三
歳
の

主
人
公
お
ひ
さ
は
深
い
間
の
中
で
、
「
!

l五
十
年

ま
え
に
は
、
あ
た
し
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
は
い
な

か
っ
た
、
そ
し
て
、

五
十
年
あ
と
に
は
、
死
ん
で
し

ま
っ
て
、
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
、
:
:
:
あ
た
し

っ
て
も
の
は
、

つ
ま
り
は
い
な
い
の
も
同
然
じ
ゃ
な

い
の
、
:
:
:
」
と
肢
く
。

こ
れ
は
「
人
生
五
十
」
と
い
う
江
戸
時
代
の
日
本

人
の
寿
命
観
を
表
わ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
現
代

の
歌
手
中
島
み
ゆ
き
は

〈:::一

O
O
年
前
も
一

O

O
年
後
も
/
私
が
い
な
い
こ
と
は
同
じ
〉
(
「
永
久
欠

番
」
)
と
歌
っ
て
い
る
。

江
戸
の
農
民
の
平
均
死
亡
年
齢
は
二
十
七
、

八
歳

文一立川昭二
北里大学名誉教授

プロフィール

たつかわ しょうじ

医療史専攻。文化史・生活史

の視点か5病気-医療を追

究。主な著書に、『病気の社

会史j(NHKプ‘ックス)r歴
史紀行・死の風景j(朝日新

聞社)r臨死のまなざしj(新

潮社)rかうだの文化誌j(文

璽春秋)r生と死の現在j(岩

波書庖)r日本人の死生観j

(筑摩書房)など。

で
あ
り
、
町
人
は
四
十
歳
前
後
と
い
わ
れ
て
い
る
。

お
ひ
さ
の
肢
き
は
も
っ
と
も
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
死
亡
年
齢
の
低
さ
は
乳
幼
児
(
五
歳
以
下
)

死
亡
率
の
異
常
な
高
さ
に
よ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
江
戸
時
代
に
も
長
寿
者
は
た
く
さ
ん

い
た
。
そ
の
長
寿
者
の
ひ
と
り
貝
原
益
軒
は

訓
』
で
、
「
人
の
身
は
百
年
を
以
っ
て
期
と
す
。
上

「
養
生

寿
は
百
歳
、
中
寿
は
八
十
、
下
寿
は
六
十
な
り
。
六

十
以
上
は
長
生
な
り
。
世
上
の
人
、
五
十
以
下
短
命

な
る
人
多
し
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
二
世
紀
日
本
は
、
益
軒
の
言
、
っ
「
上
寿
」

の
人

も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
「
中
寿
」
の
八
十
を
迎
え

ら
れ
る
の
は
男
性
は
二
人
に
一
人
、
女
性
は
四
人
に

三
人
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
平
均
寿
命
が
常
識
と
な
っ
た
今
日
、
平

均
寿
命
よ
り
先
に
死
ぬ
と
早
死
に
、
そ
れ
を
過
ぎ
て

死
ぬ
と
長
生
き
と
い
う
通
念
が

般
化
し
、
平
均
寿

命
ぐ
ら
い
ま
で
は
生
き
た
い
と
い
う
の
は
現
代
人
の

願
望
で
あ
り
、
信
仰
と
さ
え
い
え
る
。
次
は
昭
和
六

十
一
年
の
朝
日
新
聞
の
歌
壇
に
載
っ
た
歌
で
あ
る
。

の
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平
均
寿
命
生
き
よ
と
言
え
ば
う
な
ず
き
て

涙
垂
り
お
り
癌
病
む
妻
は

宮
中
栄
二

寿
命
と
医
療

戦
後
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
急
速
な
延
び
は
驚

異
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
日
本
人
の
人

生
観
を
大
き
く
変
え
、
そ
れ
は
ま
た
寿
命
観
に
も
深

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

と
り
わ
け
高
度
医
療
が
生
命
の
延
長
に
め
ざ
ま
し

い
成
果
を
果
た
し
て
い
る
の
を
見
聞
き
し
た
私
た
ち

は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
い
の
ち
の
長
さ
を
医

療
と
い
う
も
の
と
直
接
結
び
つ
け
て
考
え
る
習
わ
し

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
病
気
や
老
化
に
よ
っ

て
死
を
迎
え
る
こ
と
は
今
も
昔
も
変
わ
り
な
い
が
、

今
日
の
私
た
ち
は
病
気
や
老
化
を
医
療
が
防
ぎ
救
っ

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
過
信
す
る
あ
ま
り
、
人
の

死
は
そ
の
病
気
や
老
化
を
う
ま
く
医
療
で
防
ぎ
救
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
結
果
と
の
み
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

病
気
や
老
化
を
早
期
発
見
し
早
期
治
療
し
な
か
っ

た
か
ら
、
あ
る
い
は
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
、
死
を
招
い
た
と
考
え
る
。
「
手
遅
れ
」

と
い
う
言
い
方
が
あ
る
が
、
も
っ
と
長
生
き
で
き
た

の
に
手
遅
れ
で
「
寿
命
を
縮
め
た
」
と
考
え
る
。
こ

の
場
合
、
そ
の
人
の
寿
命
は
も
っ
と
あ
っ
た
は
ず
な

の
に
、
適
切
な
医
療
に
出
会
え
な
か
っ
た
た
め
に
死

に
至
っ
た
、
適
切
な
治
療
さ
え
で
き
れ
ば
も
っ
と
い

の
ち
は
長
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
考
え
に
対
し
て
、
昔
か
ら

よ
く
言
わ
れ
て
き
た
言
い
方
で
あ
る
が
、
「
そ
れ
が

そ
の
人
の
寿
命
だ
」
「
寿
命
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

い
う
寿
命
観
あ
る
い
は
い
の
ち
観
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
医
療
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
な
く
、
つ
ま
り
医

療
を
受
け
た
と
か
手
遅
れ
だ
っ
た
と
か
い
う
こ
と
と

は
関
わ
り
な
く
、
そ
の
人
に
定
ま
っ
た
い
の
ち
の
長

さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
れ

は
死
を
病
気
や
老
化
と
結
び
つ
け
な
い
考
え
方
と
も

い
え
る
。

貝
原
益
軒
は
『
養
生
訓
』
で
「
天
命
」
と
言
っ
て

じ
よ
う
み
よ
、
つ

い
た
が
、
仏
教
で
は
「
定
命
」
と
い
う
。
定
命
と

は
自
分
に
授
か
っ
た
定
ま
っ
た
い
の
ち
の
長
さ
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
定
ま
っ
た
長

き
で
あ
る
か
ら
、
生
き
死
に
は
病
気
に
な
ろ
う
が
な

る
ま
い
が
、
医
療
を
受
け
よ
う
が
受
け
ま
い
が
、
そ

れ
と
は
関
係
な
い
。
い
さ
さ
か
飛
躍
し
た
話
に
な
る

が
、
す
べ
て
の
生
命
体
は
遺
伝
子
に
よ
っ
て
設
計
さ

れ
て
い
る
と
い
う
現
代
の
遺
伝
子
学
説
は
、
こ
の
定

命
と
い
う
考
え
方
の
現
代
版
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

為、
3

0

ふれーしだ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
生
の
す
べ
て
が
決
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
貝
原
益
軒
は
、
「
人

の
命
は
我
に
あ
り
、
天
に
あ
ら
ず
」
と
ニ
一
一
口
い
、
遺
伝

子
学
者
の
村
上
和
雄
は
眠
っ
て
い
る
遺
伝
子
を
目
覚

め
さ
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る

(
『
生
命
の

暗
号
』
)
。

古
今
の
人
は
ひ
と
し
く
、
ど
れ
だ
け
生
き
る
か
よ

あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

り
も
、
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
て
生
き
き
る
べ
き
で

今
日
よ
く
「
長
寿
社
会
」
と
い
わ
れ
る
が
、
「
長

寿
」
と
「
長
命
」
は
ち
が
う
。
長
寿
と
は
長
命
で
健

い
の
ち
の
価
値

や
か
に
生
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

は
長
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
い
。
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〈
は
じ
め
に
〉

医
師
や
看
護
師
で
は
国
家
資
格
以
外
に
専
門
学
会

が
認
定
す
る
専
門
医
、
専
門
看
護
師
資
格
が
あ
り
、

事
実
上
の
格
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
救

急
救
命
士
の
資
格
そ
の
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
種

類
し
か
な
い
。
国
家
試
験
さ
え
通
れ
ば
救
急
救
命
士

と
な
る
の
で
、
名
札
を
見
た
だ
け
で
は
質
的
な
差
は

区
別
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
医
師
を
指
導

で
き
る
ほ
ど
の
実
力
を
持
つ
者
か
ら
、
と
て
も
医
療

者
と
は
言
え
な
い
者
ま
で
様
々
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
救
急
救
命
士
に
な
ろ
う
と
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
ど
の
よ
う
な
救
命
士
に
な
る
か
は
、
資
格
取

得
後
の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
る
か
ど
う
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
思
う
。
何
に
し
ろ
重
要
な
の
は
社
会

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
プ
ロ
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
社
会
か
ら
尊
敵
さ
れ
る
救
命
士
巴
〉

救
急
救
命
士
が
誕
生
し
て
か
ら
十
年
以
上
が
経
過

し
た
。
こ
の
間
に
救
急
救
命
士
は
社
会
か
ら
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
「
救
命
救

急
士
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
人

か
ら
救
命
士
が
尊
敬
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
存
在
の
認
知
を
受
け
て
い
な
い
に
等
し
い
。

一
般
市
民
ど
こ
ろ
か
、
医
療
関
係
者
で
さ
え
救
命
士

の
役
割
を
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を
経
験
し
た
こ

と
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
社
会

に
救
急
救
命
士
と
い
う
も
の
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

努
力
す
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
そ
の
ア

ピ
ー
ル
の
仕
方
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
、
汗
を
か
い

て
い
ま
す
、
で
は
仕
方
が
な
い
。
情
に
訴
え
る
の
で

は
な
く
、
社
会
に
と
っ
て
有
益
な
存
在
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
成
果
を
上
げ
よ
う
〉

社
会
の
ど
の
企
業
で
も
ど
れ
だ
け
製
品
な
り
サ
ー

ビ
ス
が
売
れ
た
か
、
が
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
た
か
で
評
価
が
一
義
的
に
決

ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
結
果
に
よ
っ
て
評
価

文一繁田正毅

救急救命東京研修所教授

[著者近影]

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
努
力
の
程
度
は
参
考
で
し
か

な
し
。救

急
救
命
士
制
度
の
目
的
は
と
り
あ
え
ず
救
命
率

の
向
上
で
あ
っ
た
。
し
か
し
過
去
の
救
命
率
は
制
度
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が
発
足
し
た
以
降
も
残
念
な
が
ら
劇
的
な
改
善
は
得

ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
当
研
修
所
の
卒
業
生
が
良
心

的
、
献
身
的
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
見
聞
き
し
、

十
分
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
期
待
し
た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
。
成
績
が
悪
い
と
い
う
現
実
を
認
識
す
る
こ

と
は
苦
し
い
が
、
現
実
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
け

れ
ば
正
し
い
進
歩
は
あ
り
得
な
い
。
ま
し
て
救
命
率

の
向
上
と
い
う
当
面
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
、

心
肺
停
止
以
外
の
傷
病
者
に
対
す
る
処
置
の
拡
大
の

前
提
で
あ
る
。

〈
特
定
行
為
士
か
ら
真
の
救
急
救
命
士
ヘ
〉

る
「特
特定
定行
行為
為を
士行
」い

でさ
はえ
なす
くれ
、ば

患よ
こ研強研のうれめ士のがてな l離院者い
と鐙、修準かばに」救で最ど や、まのと
はま卒所備 O よはに畠き善を現マ、、状思
様で業でか入いどな心、るの判場ン、態つ
々や後のら学だうる救「処断把パのやて
で るの 勉、前ろすた命真置し握ワ距病い

あ
る
。
予
定
を
立
て
る
・
予
定
を
こ
な
す
。
軽
く
予

習
し
、
講
義
は
楽
し
み
、
し
っ
か
り
復
習
す
る
。
復

習
の
た
め
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
を
や
っ
て
確
認
し
、
も
し

も
間
違
っ
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
持
ち
越
さ
な
い
。
理
解
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
「
そ
の
場
」
で
の
解
決
を
心
が
け
る
。

自
分
で
調
べ
る
習
慣
を
つ
け
る
が
、
ど
れ
と
ど
れ
を

読
ん
だ
け
れ
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明

確
に
し
て
研
修
生
・
教
官
・
教
授
を
有
効
に
「
利

用
」
す
る
。
臨
床
救
急
医
学
会
や
救
急
隊
員
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
入
っ
て
情
報
武
装
す
る
。

司
↓
の
』
や
出
↓
Fω
な
ど
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て

の
勉
強
会
に
参
加
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
誠
実
に

努
力
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

問
題
は
ど
の
ス
テ
ッ
プ
で
も
教
師
や
本
に
よ
っ
て

主
張
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
人

は
こ
う
言
い
、
別
の
人
は
違
う
こ
と
を
言
う
。
異
な

っ
た
見
解
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良

い
だ
ろ
う
か
。
相
手
に
よ
っ
て
答
え
を
変
え
る
と
い

う
の
は
処
世
の
方
法
だ
が
、
結
局
そ
の
態
度
の
結
果

と
し
て
最
終
的
に
得
る
も
の
は
少
な
い
。
解
決
策
は

難
し
い
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
実
は
単
純
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
そ
の
主
張
の
根
拠
を
開
け
ば
よ
い
。
そ
の
見

解
は

2
E
8
8
(証
拠
)
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、

そ
の

2
広

8
8の
強
さ
は
ど
う
か
で
あ
る
。
あ
る
見

解
は
十
分
科
学
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
だ
ろ
う

し
、
あ
る
見
解
は
単
に
そ
の
人
が
経
験
し
た
こ
と
が

あ
る
、
と
い
う
程
度
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
項
目
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら

2
E
8
8の
は
っ
き
り
し

な
い
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
理
由
に

納
得
で
き
る
方
を
採
用
し
よ
う
。
こ
う
し
た
態
度
を

続
け
て
い
け
ば
人
生
全
体
で
は
間
違
い
の
確
率
が
減

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
け
れ

ば
、
「
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
お
こ
う
。

十
分
調
べ
考
え
て
も
わ
か
ら
な
い
時
に
「
現
時
点
で

は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
当
面
は
こ
う
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
」
と
い
う
態
度
は
立
派
で
こ
そ
あ
っ
て
も
決

し
て
恥
で
は
な
い
。
根
拠
に
基
づ
い
た
行
動
を
選
択

し
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
救
命
士
に
な
る
た
め
の
唯

一
の
道
だ
と
思
う
。

〈
お
わ
り
巴
〉

す
で
に
心
肺
停
止
症
例
の
解
析
に
は
ウ
ツ
タ
イ
ン

ス
タ
イ
ル
が
浸
透
中
で
あ
る
。
均
一
な
傷
病
者
同
士

を
比
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
担
当
し
た

救
命
士
自
身
も
、
所
属
本
部
も
、
診
療
し
た
医
療
機

関
の
成
績
も
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ

の
救
命
士
の
教
育
を
担
当
し
た
研
修
所
さ
え
成
績
を

間
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
る
。
評
価
を
受
け
る
時
代
、

そ
れ
は
辛
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時
に
真
の
プ
ロ

と
し
て
の
我
々
の
地
位
が
確
立
す
る
時
代
で
も
あ

る。
私
は
エ
ル
ス
タ
東
京
で
は
、
国
家
試
験
の
合
格
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
も
役
立
つ
よ
う
な
教
育
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
車

の
両
輪
で
あ
っ
て
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
意
味
を
持
た

な
し
。だ

か
ら
皆
さ
ん
、
新
し
い
時
代
の
真
の
救
急
救
命

士
に
な
る
た
め
に
一
緒
に
勉
強
を
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
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は
じ
め
巴

救
急
患
者
の
治
療
、
特
に
重
症
患
者
の
治
療
に
際

し
て
は
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
が
予
後
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
プ

レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
一
役
を
担
う
救
急
隊
の
判

断
が
予
後
を
左
右
す
る
可
能
性
も
高
い
。
こ
の
よ
う

な
重
症
患
者
で
は
救
急
車
内
で
種
々
の
装
置
や
器
械

を
用
い
た
測
定
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
病
態
把
握
が
行

わ
れ
る
。
一
方
、
複
雑
で
精
密
な
装
置
や
器
械
の
操

作
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
刻
を
争
う
救
急

の
現
場
で
は
そ
の
使
用
が
困
難
と
な
る
場
合
や
実
際

に
は
不
可
能
な
場
合
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
は
通
常
、
三
点
胸
部
誘
導
法
を
用
い
る

が
、
患
者
が
女
性
の
場
合
や
四
肢
の
外
傷
な
ど
の
場

合
は
救
急
隊
が
患
者
の
衣
服
を
脱
が
せ
て
心
電
図
電

救急救命第8号 22
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ノ
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極
を
装
着
し
、
そ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
は
動
脈

血
中
酸
素
飽
和
度
を
無
侵
襲
で
測
定
で
き
る
画
期
的

な
装
置
で
、
救
急
活
動
で
は
最
も
広
く
使
用
さ
れ
る

モ
ニ
タ
ー
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
は
プ
ロ
ー
ブ
を
手
足
の
指
先
、
耳
乃
木
に
挟

ん
で
取
り
付
け
て
測
定
す
る
た
め
に
、
不
穏
状
態
の

患
者
で
は
プ
ロ
ー
ブ
が
容
易
に
脱
落
し
、
救
急
車
の

振
動
自
体
で
測
定
が
困
難
な
場
合
も
存
在
す
る
。
さ

ら
に
高
度
の
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
患
者
で
は
測
定
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
装
置
は
救
急
活
動
中
で
も
極
め
て
使
用

頻
度
の
高
い
装
置
で
あ
る
一
方
、
精
密
機
器
で
あ
り

電
極
や
セ
ン
サ
ー
の
取
り
扱
い
に
は
細
心
の
注
音
ゆ
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
医
療
施
設
内
で
使
用
す

る
こ
と
を
基
本
に
設
計
さ
れ
た
た
め
に
、
前
記
の
よ

う
な
救
急
活
動
に
は
必
ず
し
も
適
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
装
置
(
心
電
図

測
定
装
置
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

I
タ
)
を
一
体
型
と

し
、
簡
便
で
従
来
と
同
様
の
性
能
を
有
し
、
不
穏
状

態
の
患
者
で
も
正
確
な
測
定
が
で
き
る
よ
う
な
装
置

の
開
発
を
し
た
。

調
査
研
究
の
万
法

救
急
車
内
に
装
備
さ
れ
て
い
る
心
電
図
測
定
装
置

及
ぴ
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
性
能
を
再
検
討
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
長
所
と
短
所
を
検
討
し
た
。
ま

た
、
実
際
救
急
現
場
に
て
活
動
し
て
い
る
救
急
隊
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
二
つ
の
装
置

の
特
に
短
所
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
平
成
二
年
七
月
救
急
振
興
財
団
救
急
救
命
東

京
研
修
所
に
て
救
急
救
命
士
の
資
格
を
得
る
た
め
に

研
修
を
し
て
い
る
二
九
七
名
と
し
た
。
な
お
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
り
、
一
部
重

複
回
答
可
能
と
し
た
。



観察資器材の障害に関するアンケートと結果

盟理自
質問 2で②と答えた場合

(1) 観察に障害をきたした原困は何であると思いますか。

CI 傷病者の体動52 ②コードの振動16 ③救急車の振動49

④不明 4 ①その他10

(2) 障害をきたした時の傷病者の重症度判断は、次のうちのどれですか。

①軽症19 ②中等症45 ③重症以上16 ④不明27

(3) 障害は一時的なものでしたか、それとも観察資器材としての要をなさな

いく5し1大きな障筈でしたか。

①一時的な障害で、あった93 ②大きな障害であった12

(4) どの疾患の時に障害がありましたか。

①循環器系疾患70 ②呼吸器系疾患27 ③脳神経系疾患20

④消化器系疾患 3 ⑤外傷14 ⑤心肺機能停止状態15 ⑦不明日

①その他5

圏直臨
質問 2で③と答えた場合

(1) 観察に障害をきたした原因は何であると思われますか。

①傷病者の体動21 ②コードの振動10 ③救急車の振動12

④プロープのはずれ20 ⑤整備不良 2 ⑤不明 O ⑦その他20

(2) 障害をきたした時の傷病者の重症度判断は、次のうちのどれですか。

①軽症14 ②中等症24 ③重症以上 2 ④不明17

(3) 障害lま一時的なものでしたか、それとも観察資器材としての要をなさな

いく 5し1大きな障害でしたか。

①一時的な障害であった50 ②大きな障害であった 4

(4) どの疾患の時に障害がありましたか。

①循環器系疾患22 ②呼吸器系疾患26 ③脳神経系疾患10

④消化器系疾患([外傷10 ①心肺機能停止状態4 ⑦不明12

③その他 6

圏直髄
質問 2で④と答えた場合

(1) 観察に障害をきたした原因は何であると思われますか。

CI 傷病者の体動5 ②コードの振動 O ①救急車の振動 7

④整備不良 O ⑤その他 O

(2) 障害をきたした時の傷病者の重症度判断は、次のうちのどれですか。

①軽症1 ②中等症4 ③重症以上 1 ④不明4

(3) 障害は一時的なものでしたか、それとも観察資器材としての要をなさな

いく5い大きな障害でしたか。

①一時的な障害であった 5 ②大きな障害であった 4

(4) どの疾患の時に障害がありましたか。

q循環器系疾患 3 ②呼吸器系疾患 l ③脳神経系疾患2

G:消化器系疾患O ⑤外傷 1 ①心肺機能停止状態 1 ⑦不明 4

③その他 1

冨璽圏
心電図やパルスオキシメータ等のコードのある資器材で憶病者をモニター中、

アーチファクトの混入などで観察に障害をきたした経験はありますか(図1)。

① ある 137 ② ない 160 

国道踏
1の質問で①あると答えた場合、その資器材は次のうちのどれですか。

(複数回答可)

① 除細動器9

④ その他10

③ パルスオキシメータ57② 心電図計106

モニター中にアーチファクトの混入で

観察障害を経験したことがあるか

国救急車内でのモニタ一機器におけるアーチファクト

冨翠璽
質問2で①と答えた場合

(1) 観察に障害をきたした原因は何であると思いますか。

CDi袋一病者のイ本動 5 ②コードの振動 3 ③救急車の振動 4

④不明 O ⑤その他 1

(2) 障害をきたした時の傷病者の重症度判断は、次のうちのどれですか。

①軽症 l ②中等症 3 ③重症以上 3 ④不明 2

(3) 障害は一時的なものでしたか、それとも観察資器材としての要をなさな

いくうい大きな障害でしたか。

①一時的な障害であった 8 ②大きな障筈で・あった l

(4) どの疾患の時に障害がありましたか。

¢循環器系疾患4 ②呼吸器系疾患 2 ③脳神経系疾患 1

④消化器系疾患 O ⑤外傷 O ①心肺機能停止状態 4

⑦不明 1 ③その他 O

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、
日

本
光
電
株
式
会
社
と
共
同
し
て
心
電
図
電
極
と
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
セ
ン
サ
ー
を
同
一
化
し
た
装
置

を
試
作
し
た
。
具
体
的
に
は
心
電
図
の
電
極
は
前
額

部
、
上
肢
(
あ
る
い
は
下
肢
)
の
二
電
極
と
し
、
前

額
部
の
心
電
図
電
極
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
セ

ン
サ
ー
を
組
み
込
ん
だ
(
図
2
)
。
す
な
わ
ち
、
心
電

図
は
二
電
極
型
と
し
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
は
反

射
型
と
し
た
。
こ
の
二
電
極
型
の
心
電
図
と
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
を
従
来
の
装
置
、
す
な
わ
ち
三
電
極

型
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
と
透
過
型
の
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

ー
タ
と
比
較
検
討
し
た
。

関 2:心電図パルスオキシメータ合体平薗型電極
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試
作
器
の
結
果

¥
1
J
/
 

1
1ム

〆，1
1

、、

反
射
型
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
開
発
結
果

反
射
式
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
は
胎
児

ωロ(
)
N

測
定
方
法
と
し
て
一
部
商
品
化
さ
れ
て
お
り
、
前

額
部
や
頬
部
な
ど
を
測
定
部
位
と
し
て
用
い
て
い

る
。
し
か
し
、
受
光
部
と
発
光
部
が
対
面
し
て
い

な
い
た
め
受
光
量
が
低
く
、
ま
た
測
定
間
階
が
短

く
脈
動
も
小
さ
い
た
め
、
測
定
さ
れ
る
脈
波
の
レ

ベ
ル
が
小
さ
い
な
ど
の
問
題
点
が
存
在
し
て
い

リーク光も横出するため測定値に影響する

反射型

発光部 受光部

発光部
(発光ダイオード)

透過型

受光部
(フォトダイオード)

リーク光が回り込みにくい

測定光

リーク光
1)一ク光が発生しない構造にする

国3:パルスオキシメータの測定方式

る
。
さ
ら
に
、
体
位
や
体
動
の
影
響
、
測
定
光
の

漏
れ
(
リ
l
ク
)
に
よ
る
精
度
へ
の
影
響
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
以
下
の
よ
う
な
改
良

を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
測
定
脈
波
が
大
き
く
な

る
よ
う
受
光
部
ー
発
光
部
聞
を
広
げ
、
プ
ロ
ー
ブ

を
測
定
光
の
リ

l
ク
が
少
な
い
密
着
型
に
し
た

(図
3
)
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ー
ブ
を
心
電
図
電
極

と
一
体
化
し
、
辺
縁
粘
着
シ

I
ト
を
使
用
し
密
着

性
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
測
定
用
素
子
の
高
効

率
化
に
よ
る
発
光
i
受
光
部
間
隔
の
拡
大
を
計
っ

た
(
図
4
)
。

心電電棲素子:銀塩化銀電極

図 4:反射式パルスオキシメータの試作プローブ

従
来
か
ら
の
手
指
に
プ
ロ
ー
ブ
を
挟
ん
で
測
定

す
る
透
過
式
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
に
よ
る
酸
素

飽
和
度
と
今
回
試
作
し
た
反
射
式
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
に
よ
る
酸
素
飽
和
度
の
関
係
を
図

5
に
示

す
。
仰
臥
位
と
頭
部
挙
上
の
場
合
、
い
ず
れ
も
が

強
い
相
関
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
今
回

試
作
し
た
反
射
式
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
有
用

性
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
干
頭
部

挙
上
の
際
に
反
射
式
に
比
べ
酸
素
飽
和
度
測
定
値

が
高
値
と
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
補
正
は

今
後
の
課
題
と
考
え
ら
れ
た
。
(
反
射
型
∞
U
C
N
が

反射型:前額部中央
透過型:手指

皮切
射
型
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九

O
%以
下
の
と
き
は
逆
に
透
過
型
は
低
値
と
な

る
。
)

同
二
電
極
型
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
開
発
結
果

現
在
、
二
電
極
型
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
は
救
急
用

ポ
ー
タ
ブ
ル
除
細
動
器
の
電
極
と
し
て
商
品
化
さ

れ
て
い
る
。
胸
部
装
着
用
の
「
専
用
使
い
捨
て
パ

ド
ル
電
極
」
は
接
触
面
積
が
広
く
電
極
の
接
触
抵

抗
が
小
さ
い
た
め
、
二
電
極
測
定
波
形
に
問
題
が

生
じ
に
く
い
。
し
か
し
、
二
一
世
田
極
型
心
電
図
モ
ニ

タ
ー
の
電
極
を
通
常
の
大
き
さ
に
す
る
と
以
下
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
電
極
の
接
触

抵
抗
が
大
き
い
た
め
に
体
動
、
搬
送
中
の
揺
れ
に

よ
っ
て
波
形
が
乱
れ
、
導
出
コ

l
ド
の
揺
れ
や
静

電
気
に
よ
り
基
線
の
動
揺
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い

る
(
図
6
)
。
そ
こ
で
接
触
抵
抗
が
小
さ
く
、
前
額

部
に
装
着
可
能
な
電
極
を
開
発
し
た
(
図
4
)
。
す

な
わ
ち
、
以
下
の
よ
う
な
心
電
図
電
極
を
考
案
し

た
。
電
極
面
は
強
粘
性
ゲ
ル
パ
ッ
ト
を
使
用
し
確

実
な
装
着
、
剥
が
れ
の
防
止
を
図
っ
た
。
強
粘
性

ゲ
ル
パ
ッ
ト
は
ゲ
ル
で
あ
る
た
め
患
者
の
皮
膚
に

対
し
て
非
侵
襲
的
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
電

極
の
面
積
を
拡
大
し
て
接
触
抵
抗
値
の
低
減
を
試

み
た
。
ち
な
み
に
従
来
の
救
急
車
内
で
使
用
す
る

心
電
図
装
置
の
電
極
抵
抗
は
約
五

O
同

P
前
後

で
あ
る
が
、
今
回
試
作
し
た
電
極
は
一

O

問。

以
下
で
あ
る
。
ま
た
、
現
場
で
の
使
用
を
考
慮
し
、

電
極
辺
縁
部
の
防
水
粘
着
シ

l
ト
に
よ
る
膨
潤
、

乾
燥
の
防
止
も
念
頭
に
入
れ
た
。
こ
れ
ら
電
極
の

工
夫
に
よ
り
心
電
図
の
モ
ニ
タ
ー
が
二
電
極
で
も

可
能
と
な
っ
た
。

合
後
の
展
望

静電気ノイズ

心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
電
極
を
三

電
極
型
か
ら
二
電
極
型
と
し
、
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
の
測
定
方
法

を
透
過
式
か
ら
反
射
式
に
す
る
こ

と
で
心
電
図
電
極
の
一
つ
を
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
の
セ
ン
サ
ー
と

同
一
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
本
試
作
器
は
三
つ
の
電
極
と

手
指
に
挟
む
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
プ
ロ
ー
ブ
を
操
作
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
従
来
型
に
比
し
、
二
つ

の
電
極
を
装
着
す
る
だ
け
で
同
様

の
測
定
が
可
能
で
あ
り
、
操
作
の

簡
略
化
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
を
透

過
式
か
ら
心
電
図
電
極
と
同
一
化

し
た
プ
ロ
ー
ブ
か
ら
の
反
射
式
に

す
る
こ
と
で
、
患
者
の
体
動
で
プ

ロ
ー
ブ
が
脱
着
す
る
こ
と
も
な
い

と
考
え
る
。

今
後
は
電
極
と
プ
ロ
ー
ブ
を
さ

ら
に
改
良
す
る
こ
と
で
、
体
動
に

際
し
て
の
ア

l
チ
フ
ァ
ク
ト
を
軽

減
し
、
同
時
に
不
穏
状
態
の
患
者

に
対
し
て
も
よ
り
正
確
な
測
定
を
可
能
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
タ
測
定

値
の
体
位
に
よ
る
変
動
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
今
後

外部機器からのノイズ

v
 

m
 

E
i
u
 

A
U
 

聞
翻
鶴
酪
悶
悶
悶
魁
趨
盟

2電極

3電極

図6: 2電極と 3電極誘導の実測波形例

の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
本
装
置
は
最
終
的
に
救
急

車
に
搭
載
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
装
置

本
体
の
小
型
化
も
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
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救怠救命第8号 26

{
は
じ
め
巴
}

病
院
外
心
停
止
患
者
の
予
後
を
改
善
す
る
に
は
救

命
の
連
鎖
(
の
}
邑
口
広
∞
ミ
〈
守
色
)
が
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
一
九
番
通
報
、
救
命
手
当
(
一
次
救

命
処
置
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

I
C
P
R
)
、
救
急
救
命

士
に
よ
る
除
細
動
、
搬
送
・
病
院
で
の
処
置
が
、
迅

速
か
つ
適
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院
外
心

停
止
患
者
の
社
会
復
帰
が
可
能
と
な
る
。

(
U
F

包
ロ
O
同∞
CHd-zmH-
の
中
で
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

I

C
P
R
(
一
般
市
民
に
よ
る

C
P
R
で
あ
る
が
、
普

通
は
心
停
止
を
目
撃
し
た
者
が
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と

な
る
)
と
早
期
除
細
動
は
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ

か
。
四
分
以
内
の
一
次
救
命
処
置
開
始
と
八
分
以
内

の
除
細
動
施
行
は
生
存
率
改
善
の
必
要
条
件
と
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
本
邦
で
は
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

I
C
P
R
の
施

。
心
肺
蘇
生
に
関
す
る
統
計
基
準
検
討
委
員
会

行
岡
秀
和
(
委
員
長
、
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
急
部
助
教
授
)
、
森
田

林
靖
之
、
重
本
達
弘
、
西
内
辰
也
、
新
谷
裕
、
植
嶋
利
文
、
松
阪
正
訓
、

吉
田
泰
雄
、
飯
森
正
人
、
吉
井
桂
樹
、
中
西
保
詞
、
橋
本
泰
広

大
、
平
出
敦
、
池
内
尚
司
、

桂
田
菊
師
、
山
城
芳
生
、

行
率
は
欧
米
に
比
べ
て
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
実
施
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
研
究
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
の
効
果
も
不
明
確
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
心
室
細
動
の
発
生
頻
度
や
除
細
動
施
行
率
、
実

施
ま
で
の
時
間
、
予
後
と
の
関
係
な
ど
も
あ
ま
り
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。

心
肺
蘇
生
に
関
す
る
統
計
基
準
検
討
委
員
会
は
、

一
九
九
八
年
よ
り
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
(
ウ
ツ
タ
イ
ン

様
式
と
は
病
院
外
心
停
止
症
例
の
記
録
を
統
一
す
る

た
め
の
世
界
共
通
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
)
に
基

づ
き
、
大
阪
府
下
全
域
で
発
生
し
た
病
院
外
心
停
止

患
者
の
大
規
模
疫
学
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
並
び
に
早
期
除
細
動
が
病

院
外
心
停
止
患
者
の
予
後
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

か
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

{
対
象
と
万
法
}

一
九
九
八
年
五
月
一
日
か
ら
一
年
間
に
、
大
阪
府

下
全
域
(
対
象
人
口
八
八
三
万
人
)
で
発
生
し
た
病

院
外
心
停
止
症
例
五
、

O
四
七
例
を
対
象
と
し
、
①

パ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
の
有
無
、
実
施
ま
で
の
時

間
並
び
に
そ
の
内
容
(
人
工
呼
吸
の
み
、
心
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
み
、
両
方
)
が
予
後
に
及
ぼ
す
影
響
、
②
心

室
細
動
に
対
す
る
除
細
動
施
行
率
、
除
細
動
施
行
ま

で
の
時
間
と
予
後
の
関
係
を
検
討
し
た
。

〔
結
果
}

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R

病
院
外
心
停
止
症
例
五
、

O
四
七
例
中
、
心
原
性

心
停
止
は
三
、

O
四
七
例
で
あ
り
、
一
般
市
民
に
目

撃
さ
れ
た
も
の
は
九
八
二
例
(
一
三
了
二
%
)
で
あ



っ
た
。
そ
の
う
ち
、
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
を
施

行
さ
れ
た
症
例
は
二
三
六
例
(
二
四
・
O
%
)
で
、

一
か
月
生
存
率
八
・
五
%
、
一
年
生
存
率
六
・
五
%

で
あ
り
、
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
を
施
行
さ
れ
な

か
っ
た
七
四
六
例
(
一
か
月
生
存
率
四
・
六
%
、
一

年
生
存
率
二
・
一
%
)
よ
り
も
有
意
に
生
存
率
が
高

値
で
あ
っ
た
(
函
1
)
。

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
の
実
施
内
容
は
口
対
日

人
工
呼
吸
と
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
両
方
を
行
わ
れ
た
症

例
は
五
O
%
に
す
ぎ
ず
、
口
対
日
人
工
呼
吸
の
み
が

九
%
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
が
三
六
%
あ
っ
た
。
実

一ヲ
T
d

、3
1ノ

日

出

物

持

阪

洞

1
1
v
宅
配

4
I仁

/
'
h

、

l

m

1

 

1か月生存

34(4.6%) 

十

1年生存

16(2.1%) 

1か月生存

20(8.5%) 

十

1 :年生存

15(6.5%) 

(層合わせた人による

心肺蘇生なしと判断)

1 1J¥月生存

31 (1.6%) 

十

1年生存

17(0.9%) 

施
内
容
に
よ
っ
て
患
者
の
予
後
に
差
は
な
か
っ
た

(表
1
)
。

パ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
の
実
施
者
は
一
般
市
民

(
家
族
、
知
人
友
人
、
第
三
者
)
と
医
療
関
係
者
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
二
群
間
で
予
後
に
差
を

認
め
な
か
っ
た
(
表
2
)
。

目
撃
者
の
い
る
内
因
性
病
院
外
心
停
止
例
の
う

ち
、
一
か
月
以
上
生
存
し
、
か
つ
予
後
調
査
を
行
い

得
た
の
は
四
一
症
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

の
ぽ
ω向
。
ョ
ー
目
立
ωσ
口
同
尚
一
『
の
め
円
。
σ片
山
-

(リ巳
m
w
m
O
3
1
(
C
P
C
、
表
3
)

一般市民による心肺蘇生の効果囲 1

救急隊員に

よる目撃

(3121~U) 

N=1，558 

両方なされ

たb-CPR

(191例)

(by bystanders) 

心臓マのみ

のb-CPR

(133例)

展引 Ar附 witnessed

人工呼吸の

みのb-CPR

(32捌)

一
あ
る
い
は
二
を
示
し

M
d民
2
5
B
2

b-CPRなし

(l， 191~tl) 

34.655.1 

lJ  
(P<O.05) 

25.445.8 

U 
(P<O.05) 

記載なし

(11例)

29.8 

45.5 

45.5 

37.7 35.3 

30.8 

37.5 

37.5 

9.3 4.0 9.1 7.9 9.0 9.4 

た
群
(
予
後
良
好
群
)
と
三
、
四
、
五
を
示
し
た
予

後
不
良
群
に
分
け
検
討
し
た
。
予
後
良
好
群
で
は
予

後
不
良
群
に
比
較
し
て
有
意
に
迅
速
に
パ
イ
ス
タ
ン

ダ
i
C
P
R
が
施
行
さ
れ
て
い
た
(
表
4
)
。

除
細
動

目
撃
心
原
性
心
停
止
九
八
二
例
の
う
ち
、
心
室
細

動
は
一
六
四
例
(
一
六
・
七
%
)
で
あ
っ
た
。
心
室

細
動
症
例
の
七
二
・
六
%
に
除
細
動
が
施
行
さ
れ
て

い
た
(
表
5
)
。

目
撃
心
原
性
心
室
細
動
例
の
う
ち
、
八
分
以
内
に

除
細
動
が
行
わ
れ
た
症
例
の
割
合
は
わ
ず
か
五
%
で

救急隊員に

よる目撃

(312例)

b-CPRなし

0.191例)

N =1 ，558 

記載なし

(40OlJ) 

(by bystanders) 

一般市民に

よるb-CPR

(2351列)

ヨ訂Arrestwitnessed 

医療関係者に

よる b-CPR

(92~U) 

9.3 

25.445.8 

1 U 
(P<O.05) 

34.6 55.1 

一一一一J
(P<O.日5)

4.0 

40.0 

40.0 

12.5 

30.2 

37.0 

8.1 

30.4 

7.6 

35.9 

27 



あ
っ
た
(
図
2
)
。
ま
た
、
比
較
的
早
期
に
除
細
動
が

施
行
さ
れ
た
症
例
の
み
長
期
生
存
が
可
能
で
あ
っ
た

(図
3
)
。

{
考
察
}

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
の
有
用
性
を
報
告
し
た

論
文
は
本
邦
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
あ
る
刻
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ヨ訂 Tt凶

機能障害芯し

普通の生活、労働可
意識清明

中等度の機能樟害あり

片麻輝、構音障害、失語、記銘力障害など介助

なしに日常生活可

CPC 

意識障害なし2 CPC 

高度の機能障害

高度の記銘力障害や痴呆、日常生活に介劫必要
意識障害なし3 CPC 

昏睡、植物状態4 CPC 

死亡、脳死5 CPC 

高司神経学的予後良好群と不良群の比較

予後不良群

(CPC= 3、4、5)20例
予後良好群

(CPC= 1、2)21例
Pvalue 

0.901 12/8 13/8 別:男/女'11 

今
回
の
研
究
で
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

1
C
P
R
実
施
率

は
低
い
も
の
の

C
P
R
に
よ
り
、
病
院
外
心
停
止
患

者
の
予
後
が
改
善
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
、
口
対
日
人
工
呼
吸
並
ぴ
に
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

両
方
を
施
行
し
た
症
例
は
五

O
%
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
人
工
呼
吸
の
み
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
、
両

方
施
行
の
三
群
間
で
予
後
に
差
は
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
研
究
で
は

C
P
R
が
効
果
的
に
施
行
さ
れ
る

と
生
存
率
が
改
善
す
る
が
、
パ
イ
ス
タ
ン
ダ

I
C
P

0.586 62.0士13.359. 6::!: 14.2 齢年

心停止の震因

心原j性/非心原性 0.477 17/3 (86.0%) 16/5 (76.2%) 

初期調律

VFor¥/T / Asystole or PEA 0.393 6/14 (30.0%) 9/12 (42.9%) 

0.606 7/13 (35:0%) 9/12 (42.9%) 

パイスタンダーCPR
あり/なし

0.043 

0.024 

0.035 

0.356 

7/13 (35.0%) 

3.6士3.6

9.6::!:5.8 

26.5士13.0

14/7 (66.7%) 

0.4::!:0.7 

6.5::!:2.9 

23.2::!:8.7 

病院到着前心拍再開

あり/なし

IL)停止かう

パイスタンダ-CPR開始(分)

救急嫁蘇生開始(分)

病暁到着(分)

0.009 

¥/F二ventricularfibrillation，¥/T二ventriculartachycardia， PEA=pulseless electrical activity. 
年齢及び時間は平均士標準偏差で示す。

7f?~ 
25. 2::!:9. 9 

14例

11.4::!:3.7 

病院到着前に心拍再開

心停止か5/1)拍再開までの時間(分)

R
が
有
効
に
行
わ
れ
た
の
は
全
施
行
例
の
五

O
%
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
検
討

で
は
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
I
C
P
R
の
質
を
評
価
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
わ
が
国
で
も
、
パ
イ
ス

タ
ン
ダ
l
C
P
R
の
質
を
評
価
す
る
研
究
が
必
要
で

救:急救命第B号 28

あ
る
。今

回
の
研
究
で
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
1
C
P
R
は
即

座
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

れ
は
患
者
が
社
会
復
帰
す
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で

高司 Vf群と川群の比較

「ト¥/f群(818例)¥/f群(164例)

60.5% 76.7% 男性の割合

68.7歳61.7歳平均年齢

42.3% 60.7% 心疾患の既往

6.0分5.5分覚知か5現着までの平均時間

22.0% 34.1% bCPR 

72.6% 除縮動施行率

15.9分覚知力\5~余細勤までの平均時間

31.6% 

4.4% 

40.5% 

11.0% 1か月後の生存

心拍再開率



AP， et al: Survival of out-of-hospital car-

diac arrest with early initiation of cardio同

Emerg 

Med 1985; 3: 114-80. 

3 Eisenberg MS， Copass MK， Hallstrom 

AP， et al: Treatment of out-of-hospital 

cardiac arrests with rapid defibrillation by 

emergency medical technicians. N Engl J 

Med 1980; 302: 1379 -83. 

~ Eisenberg MS， Bergner L， Hallstrom A : 

Cardiac resuscitation in the community. 

Importance of rapid provision and implica-

tions for program planning. JAMA 1979; 

241: 1905-7. 
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{
は
じ
め
区
}

シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
は
一
九
O
二
一
年
に
そ
の
原
理
が

記
載
さ
札
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
外
傷
性
出
血
患
者
に

使
用
、
救
急
医
療
現
場
で
は
一
九
七
七
年
〉
5
2
r

g
口
。
。
ロ
認
め
丘
∞
ミ
向
。
。
ロ
ω
ゅ
。
。
田
区
片
付
m
u
o
o
口

同，

SEHHω
で
救
急
器
材
の
必
須
と
さ
れ
た
。
日
本
で

は
平
成
三
年
(
一
九
九
一
年
)
救
急
隊
員
の
行
う
応

急
処
置
等
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
血
圧
の
保
持
並
び

に
骨
折
に
対
す
る
処
置
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
平
成
一

O
年
消
防
白
書
(
救
急
隊
員
の
行

っ
た
応
急
処
置
等
の
状
況
)
で
は
総
応
急
処
置
対
象

搬
送
人
員
二
、
九
四
五
、
二
四
八
人
に
対
し
、
シ
ョ

ッ
ク
パ
ン
ツ
に
よ
り
処
置
搬
送
さ
れ
た
の
は
五
四
八

人
と
拡
大
九
項
目
の
中
で
最
も
使
用
頻
度
が
低
い
。

こ
の
理
由
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
に
対
す
る

処
置
の
基
準
が
現
状
の
救
急
体
制
に
合
致
し
て
い
な

安
田

石
原

康
晴

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
研
究
会

。
出
雲
市
外
4
町
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

。
島
根
医
科
大
学
救
急
区
学

(
現
・
川
崎
医
科
大
学
救
急
医
学
)

ニ• ..6. 

p~U 

い
こ
と
や
、
処
置
に
伴
う
有
効
性
の
検
証
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

今
回
、
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
使
用
の

現
状
を
調
査
し
そ
の
使
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

{
対
象
と
万
法
}

対
象
は
平
成
一

O
年
消
防
白
書
(
救
急
隊
員
の
行

っ
た
応
急
処
置
等
の
状
況
)
に
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使

用
が
報
告
さ
れ
た
一
五
九
本
部
に
対
し
、
シ
ョ
ッ
ク

パ
ン
ツ
使
用
症
例
に
つ
い
て
使
用
目
的
・
血
圧
・
転

帰
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
レ
ト
ロ
ス
ベ
ク

テ
ィ
ブ
に
検
討
し
た
。
統
計
処
理
は
関
連
二
群
に
対

す
る

T
検
定
を
用
い
た
。

F圃『

{('士
}f¥ロ

果
}

五
九
本
部
中
一
二
七
本
部
か
ら
回
答
が
あ
っ
た

(
回
答
率
七
九
・
八
%
)
。
回
答
の
あ
っ
た
症
例
は
合

計
三
五
三
症
例
で
あ
り
、
使
用
目
的
の
内
訳
は
骨
盤

骨
折
の
シ
ョ
ッ
ク
八
二
例
(
一
二
二
・
二
%
)
、
四
肢

の
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
四

O
例
(
一
一
・
一
ニ
%
)
、
そ

の
他
の
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
六
二
例
(
一
七
・
五
%
)
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

l
シ
ョ
ッ
ク
一
四
例
会
一
・
九

%
)
、
下
肢
の
閤
定
七
三
例
(
二

0
・
六
%
)
、
シ
ョ

ッ
ク
で
な
い
出
血
四
一
例
(
一
一
・
六
%
)
、
そ
の

他
の
シ
ョ
ッ
ク
一
五
例
(
四
・
一
一
%
)
、
無
回
答
二

六
例
(
七
・
三
%
)
で
あ
っ
た
(
図
1
)
。

骨
盤
骨
折
の
シ
ョ
ッ
ク
・
四
肢
の
出
血
性
シ
ョ
ッ

ク
・
そ
の
他
の
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
(
絶
対
的
〈
o
r

E
5
低
下
)
の
一
八
四
症
例
の
う
ち
、
シ
ョ
ッ
ク

パ
ン
ツ
装
着
前
と
装
着
後
の
血
圧
が
記
載
さ
れ
た
一

O
一
症
例
に
つ
い
て
の
装
着
前
収
縮
期
血
圧
の
平
均

は
七
四
・
二

m
hで
、
装
着
後
収
縮
期
血
圧
の
平
均

は一

O
一
・
五

m
hで
装
着
前
に
比
べ
装
着
後
の
血

圧
は
有
意
に
上
昇
し
て
い
た
(
図
2
)
。
ま
た
、
転
帰



は
死
亡
四
七
例
、
増
悪
六
例
、
軽
快
五
六
例
、
無
回

答
七
五
例
で
あ
っ
た
(
図
3
)
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

l
シ
ョ
ッ
ク

(
相
対
的
〈
。

-3

5
5
低
下
)
一
四
例
の
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
装
着
前

収
縮
期
血
圧
の
平
均
は
六
三
・
九
四
ぬ
で
、
装
着
後

収
縮
期
車
圧
の
平
均
は
一
O
一
・
七
阻
均
で
装
着
前

に
比
べ
装
着
後
の
血
圧
は
有
意
に
上
昇
し
て
い
た

(図
4
)
。
ま
た
、
転
帰
は
一
四
例
す
べ
て
軽
快
で
あ

っ
た
。

ショックパンツ使用目的の内訳

症例=353例

図 1図2 外傷性ショック患者への

ショックパンツ装着前後の血圧の変化
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O
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
効
果

シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
有
効
性
は
①
容
量
血
管
を

圧
迫
し

B
E
E
-
己
完
己
巳
芯
ロ
に
血
液
を
自
己
輸

血
す
る
、
②
抵
抗
血
管
を
圧
迫
し
、
末
梢
血
管
抵

抗
を
増
大
さ
せ
平
均
動
脈
圧
を
上
げ
る
、
③
内
出

血
に
対
す
る
タ
ン
ポ
ナ
l
デ
効
果
、
④
骨
折
部
の

固
定
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ふ
。
一
方
短
所
と
し

て
は
①
装
着
に
時
間
を
要
し
搬
送
が
遅
れ
る
、
②

平
均
動
脈
圧
の
上
昇
に
伴
い
出
血
量
を
増
大
さ
せ

る
、
③
横
隔
膜
を
圧
迫
し
換
気
抑
制
を
生
じ
る
、

④
胸
腔
内
圧
を
上
昇
さ
せ
頭
蓋
内
圧
を
充
進
さ
せ

る
、
⑤
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
解
除
後
に
低
血
圧
を
生

じ
る
、
③
g
B
H
)
m
H
2
5
0
2
毛
足
円
。
目
。
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
な
ど
で
あ
る
。

O
ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
に
つ
い
て

シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
は
外
傷
性
の
出
血
性
シ
ョ
ッ

ク
の
患
者
に
対
し
て
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
一
九
七

七
年
〉
5
2片
言
。
。
口
。
唱
え
∞
日
常

8ω
ゅの。
EI

E芹
2
。
ロ
吋

5
5
5
で
救
急
資
器
材
の
必
須
と

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
に
よ

る
効
果
に
つ
い
て
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
、
最
も

研
究
方
法
の
質
の
レ
ベ
ル
が
低
い
と
さ
れ
る
症
例

報
告
で
は
、
装
着
が
有
効
と
す
る
も
の
が
多
数
認

め
ら
れ
た
も
の
の
、
次
に
質
が
高
い
比
較
対
照
研

究
で
は
一
件
が
有
効
、
二
件
が
不
変
、
一
件
が
増

悪
で
あ
り
、
さ
ら
に
質
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
無
作
為
比
較
対
照
研
究

(
E
E。
邑
N

え

g
p

可
♀
ω
吉
弘
可
一
問
。
叶
)
で
は
一
件
が
不
変
で
、
一

件
は
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
使
用
は
転
帰
を
有
意
に

増
悪
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
で

は
必
須
と
さ
れ
て
い
た
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
が
一
九

八
七
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
七
七
%
の
州

で
そ
の
使
用
が
有
意
に
減
少
し
、
四
O
%
の
州
で

8
Z
O
B
}
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
六
年
の
調

査
で
は
、
全
て
の
州
の
八
O
%
の
救
急
車
に
シ
ヨ

31 



ッ
ク
パ
ン
ツ
は
積
載
さ
れ
て
お
り
、
六
O
%
は
必

須
資
器
材
と
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
の
調
査
で

は
、
全
て
の
州
の
六
六
%
の
救
急
隊
で
積
載
さ
れ

て
い
る
が
、
ル
ー
チ
ン
に
使
用
し
て
い
る
の
は
六

%
で
、
そ
の
使
用
の
四
一
%
は
単
な
る
固
定
具
と

し
て
の
使
用
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
外
傷
シ
ョ
ッ
ク
に
お
い
て
シ
ョ
ッ
ク

パ
ン
ツ
を
適
応
し
て
み
る
こ
と
を
念
頭
に
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
の
。

E
8
日
S
E

E
E
で
は
な
く
、
も
し
迅
速
な
搬
送
が
優
先
さ

れ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
装
着
の
必
要
は
な
い
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
は
容
認
で
き

る
治
療
法
で
あ
り
、

Z
E片
山
円
。
。
巳
5-
の
下
に

使
用
す
る
よ
う
に
教
育
す
る
と
し
て
い
る
。

シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
使
用
は
各
地
域
の

ζ
E
r

g
}
(リ

8
片
付
♀
下
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
従
う
と
し

て
い
る
も
の
の
、
現
在
で
は
外
傷
患
者
に
お
け
る

シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
の
適
応
に
つ
い
て
①
止
血

可
能
な
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
、
②
内
出
車
を
疑
う
所

見
の
な
い
神
経
原
性
シ
ョ
ッ
ク
、
③
内
出
血
を
疑

う
所
見
の
な
い
下
肢
の
骨
折
の
固
定
、
④
収
縮
期

血
圧
が
五
O
m
h
以
下
の
シ
ョ
ッ
ク
(
異
論
あ
り
)

と
し
、
使
用
の
禁
忌
に
つ
い
て
は
、
①
肺
水
腫
、

②
穿
通
性
胸
部
外
傷
・
穿
通
性
腹
部
外
傷
な
ど
止

血
不
能
な
出
血
と
し
て
い
る
。

。
自
本
で
の
使
用
に
つ
い
て

日
本
で
は
平
成
三
年
(
一
九
九
一
年
)
救
急
隊

員
の
行
う
応
急
処
置
等
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
血

圧
の
保
持
並
ぴ
に
骨
折
に
対
す
る
処
置
と
し
て
と

り
入
れ
ら
れ
た
。
使
用
の
目
的
は
主
に
外
傷
に
よ

る
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
の
傷
病
者
に
対
し
、
空
気
圧

で
下
半
身
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
・
心
臓

等
の
重
要
臓
器
の
循
環
維
持
を
図
る
こ
と
や
骨
折

部
の
固
定
と
し
て
い
る
。
対
象
傷
病
者
は
①
骨
盤

及
び
下
肢
の
骨
折
に
伴
う
内
出
血
の
場
合
、
②
下

腹
部
以
外
の
外
傷
等
が
シ
ョ
ッ
ク
の
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
場
合
(
車
圧
が
八
O
m
h
以
下
の
場

合
)
、
③
心
肺
機
能
停
止
状
態
の
場
合
で
あ
る
。

対
象
外
は
①
心
筋
梗
塞
な
ど
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
の

場
合
(
心
肺
機
能
停
止
状
態
を
除
く
)
、
②
頭
部

・
胸
部
・
腹
部
の
外
傷
の
場
合
、
③
肺
水
腫
が
疑

わ
れ
る
場
合
、
④
下
肢
の
骨
折
で
、
骨
折
部
の
変

形
が
極
め
て
強
く
、
装
着
が
困
難
な
場
合
、
⑤
枚

創
等
で
刺
入
し
た
器
物
が
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
装
着

に
際
し
、
障
害
と
な
る
場
合
、
⑥
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン

ツ
装
着
に
時
間
を
要
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
⑦

新
生
児
、
乳
幼
児
、
小
児
の
場
合
と
し
て
い
る
。

今
回
の
結
果
で
は
外
傷
性
の
シ
ョ
ッ
ク
に
使
用

さ
れ
た
の
は
一
八
四
例
(
五
二
・
一
%
)
で
あ
り
、

固
定
目
的
に
使
用
さ
れ
た
の
は
七
三
例
(
二

0
・

六
%
)
で
、
症
例
全
体
の
七
二
・
八
%
が
使
用
基

準
に
準
じ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
の

患
者
に
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ

り
血
圧
が
有
意
に
上
昇
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
し
、
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
装
着
に
よ
る
予
後
の

改
善
効
果
の
デ
l
タ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

外
傷
患
者
に
輸
液
な
ど
医
療
行
為
が
行
え
る
病

院
前
救
護
の
処
置
内
容
と
は
違
い
、
心
肺
機
能
停

止
ま
で
医
療
行
為
が
行
え
な
い
日
本
に
お
い
て

は
、
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
に
よ
る
生
命
予
後
の

改
善
効
果
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
検
証
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
救
急

現
場
で
処
置
内
容
が
異
な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
研

究
結
果
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

O
ア
メ
リ
カ
と
自
本
の
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
の
歴

史
的
背
景
と
使
用
基
準
の
比
較

ア
メ
リ
カ
で
は
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
研
究
結
果

に
よ
り
、
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け

て
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
使
用
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
使
用
が
減
少
し
て
い
る
時
期
に
日
本
で
は
、

救
急
隊
員
の
応
急
処
置
等
の
基
準
の
改
正
に
伴
い

と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

使
用
基
準
で
は
、
下
肢
の
骨
折
に
対
す
る
固
定

で
は
合
致
す
る
が
、
シ
ョ
ッ
ク
患
者
に
使
用
す
る

際
の
収
縮
期
血
圧
や
神
経
原
性
シ
ョ
ッ
ク
患
者
へ

の
使
用
な
ど
相
違
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
様
々
な
検
証
作
業
の
結
果
か
ら

使
用
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
が
独

自
の
検
証
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

の
検
証
結
果
に
準
拠
し
、
処
置
基
準
を
改
定
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

O
資
器
材
導
入
効
果
の
検
証

一
九
九
一
年
救
急
隊
員
の
応
急
処
置
等
基
準
の

改
正
に
伴
い
、
救
急
現
場
で
の
観
察
・
処
置
は
格

段
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
救
急
救
命
士
が

使
用
で
き
る
、
気
道
確
保
器
具
や
半
自
動
除
細
動

器
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
は
報
告
が
あ
る
も
の

の
、
標
準
課
程
修
了
者
が
使
用
で
き
る
資
器
材
(
拡

大
九
項
目
)
の
使
用
効
果
の
検
証
は
、
喉
頭
鏡
・
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マ
ギ

l
ル
錯
子
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か

は
な
い
。

応
急
処
置
拡
大
に
伴
う
資
器
材
の
選
定
の
経
緯

に
つ
い
て
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
異
論
を
述
べ
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
資
器
材
の
導
入
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
な

く
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
資
器
材
や
処
置

内
容
の
効
果
を
細
か
く
検
証
し
、
常
に
検
証
結
果

か
ら
使
用
基
準
を
改
正
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
と
大

き
な
相
違
が
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の

検
証
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
資
器
材
導
入
の
本
来

の
意
義
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
今
後

さ
ら
に
応
急
処
置
の
拡
大
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
富
包
片
乱
。

g中
広
下
で
処
置
を
含
め
た
資

器
材
導
入
の
効
果
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

{
ま
と
め
}

日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
の
使
用
の
現
状

を
調
査
し
た
。

三
五
三
例
中
、
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
に
一
八
四
症
例

(
五
二
・
一
%
)
、
回
定
目
的
に
七
三
例
(
二

0
・
六

%
)
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

l
シ
ョ
ッ
ク
一
四
例
(
三

・
九
%
)
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク

患
者
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
で
は
、
血
圧
が
有

意
に
上
昇
し
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

l

シ
ョ
ッ
ク
患
者
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン
ツ
使
用
で
は
、

血
圧
が
有
意
に
上
昇
し
て
お
り
、
転
帰
は
全
症
例
軽

快
で
あ
っ
た
。

今
後
、
各
資
器
材
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

協
力
い
た
だ
い
た
消
防
本
部
関
係
者
に
深
く
感
謝
し

ま
す
。
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〔
目
的
〕

近
年
、
東
京
消
防
庁
や
横
浜
市
消
防
局
、
川
崎
市

消
防
局
、
千
葉
市
消
防
局
を
中
心
に
救
急
専
用
ヘ
リ

の
運
航
が
開
始
さ
れ
、
救
急
医
療
に
お
け
る
消
防
・

防
災
ヘ
リ
の
活
用
が
大
き
く
前
進
し
た
が
、
全
国
で

日
常
的
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
が
行
わ
れ
る
ま
で
に

は
未
だ
至
っ
て
い
な
い
。

一
方
、
平
成
二
年
度
、
二
一
年
度
の
厚
生
省
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
試
験
的
運
航
事
業
が
、
重
篤
な
傷
病
者

の
救
命
、
あ
る
い
は
予
後
の
改
善
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
二
二
年
度
よ

り
全
国
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
を
開
始
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
初
年
度
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
配
備
は
、
全
国

に
五
箇
所
で
あ
り
、
全
国
津
々
浦
々
を
網
羅
す
る
体

制
整
備
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
と
そ
の
他
の
ヘ

リ
が
緊
密
に
連
携
し
て
互
い
に
補
完
し
合
う
こ
と
に

よ
り
、
重
篤
傷
病
者
の
救
命
な
い
し
は
後
遺
症
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
行
っ
た
。

葛
西

。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
救
急
ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
工

m
三
|

Z
①

什

)

益
子
邦
洋
、
魚
〈
〈
口
増
男
、
岡
田
芳
明
、
小
潰
啓
次
、
辺
見
弘
、

金
子
正
光
、
西
川
渉
、
吉
岡
敏
治

猛
、
篠
田
伸
夫
、

{
研
究
課
題
〕

現
在
、
全
国
で
六
八
機
あ
る
消
防
・
防
災
ヘ
リ
の

う
ち
、
何
機
を
救
急
医
療
専
用
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
か
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
を
救
急
専
用
と
す
る
に

当
た
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
何

か
、
ま
た
解
決
の
鍵
は
何
か
、
そ
の
搬
送
活
動
に
際

し
て
は
ど
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
運
航
す

べ
き
か
、
警
察
ヘ
リ
や
民
間
救
急
ヘ
リ
と
の
協
同
運

航
シ
ス
テ
ム
は
可
能
か
、
等
の
課
題
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
た
。

〔
研
究
万
法
}

救
急
振
興
財
団
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
海
外
救

急
事
情
調
査
」
報
告
書
や
諸
外
国
の
文
献
を
詳
細
に

検
討
し
た
。
我
が
国
に
お
け
る
過
去
の
救
急
ヘ
リ
調

査
報
告
書
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
実

地
調
査
も
行
っ
た
。

{
研
究
結
果
}

1
.
全
一
国
で
六
八
機
あ
る
消
防
・
防
災
ヘ
リ
の
う
ち
、
何

機
を
救
急
医
療
専
用
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か

消
防
・
防
災
ヘ
リ
は
後
で
述
べ
る
ご
と
く
、
消

防
、
防
災
、
救
急
に
関
す
る
様
々
な
用
途
に
対
応

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
機
種
や
搭
載
機
器
が

選
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
消
防
・
防
災
ヘ

リ
の
す
べ
て
を
救
急
ヘ
リ
専
用
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
六
八
機
中
二

O
機
程
度
を
救
急
ヘ
リ

専
用
と
す
る
こ
と
を
、
国
を
挙
げ
て
真
剣
に
議
論

す
べ
き
と
き
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
二

O

機
を
救
急
専
用
と
し
て
も
、
全
国
で
四
八
機
が
消

防
・
防
災
業
務
に
専
念
で
き
る
訳
で
あ
り
、
消
防

・
防
災
事
案
の
発
生
頻
度
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
広

域
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
四
八
機
で
全
国
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
の

際
、
救
急
専
用
の
消
防
・
防
災
ヘ
リ
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
等
の
医
療
機
関
を
ベ

I
ス
と
し
て
運

用
す
る
形
態
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
運

用
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
札
幌
や
船
橋
で
導
入
さ

れ
、
そ
の
効
果
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な



っ
た
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が
適
当
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
の
あ
る
病
院
の
構
内
に
、
消
防
本
部
の
予
算
で

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
、
こ
こ
で
病
院
実
習
を
行
っ
て
い
る
救
急
救
命

士
等
の
職
員
に
対
し
、
救
急
医
が
責
任
を
持
っ
て

教
育
、
指
導
す
る
と
共
に
、
重
症
の
救
急
傷
病
者

が
発
生
し
た
際
に
は
、
救
急
医
と
救
急
救
命
士
が

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
又
は
ド
ク
タ
ー
ヵ

l
で
現
場
に
出

動
し
、
活
動
す
る
体
制
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な

ら
ば
、
救
急
救
命
士
が
知
識
と
技
術
を
鍛
錬
し
、

よ
り
良
い
病
院
前
救
護
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
住
民
に

提
供
す
る
場
と
し
て
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
体
制
を
最
も
取
り
易
い

の
は
市
立
病
院
と
市
の
消
防
本
部
で
あ
り
、
札

幌
、
仙
台
、
千
葉
、
川
崎
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京

都
、
大
阪
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、
北
九
州
、
福

岡
の
市
立
病
院
と
消
防
本
部
で
導
入
の
可
能
性
を

探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
京
都
に
お
い
て
も
都
立

病
院
と
の
聞
に

ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
る

と

考

え

ら

れ

る
。
消
防
局
が

一
機
の
ヘ
リ
し

か
所
有
し
て
い

な
い
市
に
あ
っ

て
は
、
こ
れ
を

救
急
専
用
に
し

て
し
ま
っ
て

は
、
他
の
消
防

・
防
災
の
用
途

表

に
ヘ
リ
を
活
用
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
隣
の
県
の
防
災
ヘ
リ
と
応
援
協
定
を
締
結
し
、

救
急
の
事
案
で
は
憐
の
県
を
支
援
し
、
消
防
・
防

災
の
事
案
で
は
隣
の
県
か
ら
支
援
し
て
も
ら
う
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
航
空
総
合
研
究
所
長
の
西
川
に
よ
れ
ば
、

ド
イ
ツ
と
同
様
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
体
制
を
全
国
で

展
開
す
る
た
め
に
は
、
我
が
国
で
五
五
機
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
配
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
厚

生
労
働
省
の
構
想
で
は
平
成
二
二
年
度
か
ら
五
年

か
け
て
、
全
国
で
三

O
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
配
備

体
制
を
敷
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
消
防
・

防
災
ヘ
リ
を
二

O
機
導
入
し
、
こ
れ
に
警
察
ヘ

リ
、
海
上
保
安
庁
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
、
救
急
ヘ

リ
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
回
開
ζ
-
Z
2
)
の
ヘ
リ

を
動
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ

を
凌
ぐ
ヘ
リ
救
急
医
療
体
制
が
我
が
国
で
も
構
築

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
(
表
1
)
。

2
.
消
防
・
防
災
ヘ
リ
を
救
急
専
用
と
す
る
に
当
た

っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
何
か
、

ま
た
解
決
の
鍵
は
何
か

消
防
・
防
災
ヘ
リ
は
基
本
的
に
災
害
、
消
防
、

救
急
の
兼
用
機
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
①
情
報

提
供
活
動
、
②
救
助
活
動
、
③
避
難
誘
導
、
④
救

急
活
動
、
⑤
空
輸
活
動
、
①
林
野
火
災
防
御
活
動

な
ど
様
々
で
あ
り
、
個
々
の
活
動
事
案
が
発
生
し

た
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
て
必
要
な

資
器
材
を
機
内
に
搭
載
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

救
急
用
機
内
装
備
品
と
し
て
は
、
生
体
情
報
監

視
装
置
、
血
圧
計
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

l
夕
、
酸

素
吸
入
セ
ッ
ト
、
心
電
計
、
電
動
式
吸
引
器
な
ど

を
装
備
し
て
い
る
が
、
医
師
が
使
用
す
る
人
工
呼

吸
器
や
輸
液
ポ
ン
プ
、
あ
る
い
は
動
脈
圧
モ
ニ
タ

ー
な
ど
は
通
常
装
備
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
た
前
述
の
ご
と
く
、
救
急
専
用
の
消
防
・
防

災
ヘ
リ
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
多
く
の
消
防
・

防
災
ヘ
リ
は
他
業
務
と
兼
務
の
た
め
、
搭
載
医
療

機
器
に
制
限
が
あ
る
上
、
救
急
事
案
発
生
時
に
は

機
内
装
備
を
救
急
搬
送
用
に
取
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
作
業
に
通
常
一
五
j
三
O
分
を
要
し

て
い
る
。
そ
の
上
、
消
防
・
訪
災
ヘ
リ
の
多
く
は

中
型
か
ら
大
型
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
て
い

る
た
め
、
着
陸
地
点
が
制
限
さ
れ
る
ほ
か
、
騒
音

の
問
題
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
異
な
っ
て
、
ヘ
リ
基
地
が
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
等
の
病
院
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
消
防
・
防

災
航
空
隊
員
の
み
で
活
動
を
行
う
場
合
に
は
現
場

か
ら
の
迅
速
な
医
療
着
手
が
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
搭
乗
ス
タ
ッ
フ
は
操
縦
士
二
名
、
整
備
士

一
名
、
航
空
救
助
員
二
名
と
な
っ
て
お
り
、
基
本

的
に
救
急
救
命
士
が
搭
乗
し
て
い
な
い
消
防
・
防

災
ヘ
リ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
匿
師
を
同

乗
さ
せ
る
場
合
に
は
、
医
師
を
ヘ
リ
基
地
ま
で
連

れ
て
行
く
か
、
あ
る
い
は
ヘ
リ
が
医
師
の
い
る
病

院
ま
で
迎
え
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
(
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
方
式
)
、
結
果
的
に
は
現
場
到
着
時
間
が
遅

く
な
っ
て
、
ヘ
リ
本
来
の
迅
速
性
や
機
動
性
が
発

揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
搭
乗
医
師

は
、
傷
病
者
の
病
態
に
適
し
た
高
度
な
医
療
を
現

場
あ
る
い
は
ヘ
リ
搬
送
中
に
行
う
た
め
に
、
必
要

な
資
器
材
を
予
め
準
備
し
て
機
内
に
持
ち
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
現
段
階
で
は
都
道

府
県
を
越
え
る
広
域
的
な
救
急
運
用
に
難
が
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

3
.
搬
送
活
動
に
際
し
て
は
ど
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
っ
て
運
航
す
べ
き
か

救
急
医
療
は
時
間
と
の
戦
い
で
あ
る
。
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が
全
国
に
五

O
笛
所
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
を
整

備
し
た
当
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
「
交
通
事
故
発
生

か
ら
一
五
分
以
内
に
医
療
を
着
手
出
来
る
体
制
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
迅
速
性
、
機
動
性

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
常
時
、
救
急
医
療
用
資
器
材
を
装
備
し
、

医
師
及
び
救
急
救
命
士
が
添
乗
す
る
救
急
医
療
専

用
の
消
防
・
防
災
ヘ
リ
を
全
国
に
配
備
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
消
防
本
部
毎
に
ヘ
リ
専
用
の
医
師

を
雇
用
し
、
添
乗
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
救
急
現
場
活
動
の
み
を
希
望
す
る
医
師
が
い

る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
も
し
仮
に
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
技
能
の
維
持
と
新
し
い
医
学
的
知
識

の
蓄
積
方
策
を
消
防
本
部
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

4
.
警
察
ヘ
リ
や
民
間
救
急
ヘ
リ
と
の
協
同
運
航
シ

ス
テ
ム
は
可
能
か

前
述
し
た
よ
う
に
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
に
も
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
両
者
が
協
力
し
、
更
に
警

察
ヘ
リ
、
海
上
保
安
庁
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
、
国
間
ζ

-
Z
2
ヘ
リ
等
を
有
機
的
に
結
合
し
、
お
互
い
の

欠
点
を
カ
バ
ー
し
合
う
広
域
的
な
救
急
医
療
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
民
の
健
康
と

福
祉
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
例

え
ば
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
中
に
新
た
な
出
動
要
請

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
デ
ィ

ス
パ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
か
ら
要
請
を
受
け
て
、
最
寄

り
の
消
防
・
防
災
ヘ
リ
が
迅
速
に
活
動
を
開
始
す

る
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
将
来
的

に
は
東
北
地
方
、
関
東
地
方
、
近
畿
地
方
と
い
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
官
民
合
同
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
、
救
急
医
療
に
関
係
す
る
す
べ
て

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
管
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

リ
所
有
国
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
消
防
・
防
災
ヘ
リ

が
六
八
機
整
備
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ

リ
搬
送
の
主
体
は
島
興
に
お
け
る
患
者
搬
送
で
あ

り
、
全
国
的
に
見
れ
ば
救
急
ヘ
リ
の
活
動
は
こ
れ
ま

で
十
分
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
(
図
1
)
。

平
成
八
年
三
月
に
総
務
庁
か
ら
「
救
急
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
実
用
化
に
当
た
っ
て
は
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
活
用
が
適
切
で
あ
る
」
こ
と
が
示
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
た
形
で
平
成
一

O
年
三
月
、
自
治

省
消
防
庁
は
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
標
準
的
な
救
急
搬
送
手
段
と
し
て
位

置
付
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
制
度
上
は
、
救
急
医
療

に
お
け
る
消
防
・
防
災
ヘ
リ
の
活
用
が
前
進
し
た

が
、
実
際
上
は
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
の
ほ
と
ん
ど
は

他
業
務
と
兼
務
の
た
め
搭
載
医
療
機
器
に
制
限
が
あ

り
、
病
院
ベ

l
ス
で
な
い
た
め
医
師
が
同
乗
し
な
い
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機
能
性
と
機
動
性
を
担
保
し
、
費
用
対
効
果
の
面

で
も
大
幅
な
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
活
用
し
た
傷
病
者
搬
送
事
業
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
と
消
防
機
関
の
連
携

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い

が
、
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
両
者
の
連
携

を
よ
り
緊
密
に
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
救
急
医
療
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
全

米
に
約
三
五

O
機
が
配
備
さ
れ
、
年
間
二
二
万
人
以

上
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
ド
イ
ツ

で
は
ド
イ
ツ
自
動
車
連
盟
等
に
よ
り
五
一
機
の

E
M
S
ヘ
リ
に
よ
っ
て
全
土
を
カ
バ
ー
す
る
体
制
が

敷
か
れ
て
お
り
、
年
間
約
五
万
四
の
出
動
実
績
が
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
医
師
が
迅
速
に
救
急
現
場
へ
駆

け
つ
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
ス
イ
ス

で
は
民
間
組
織
で
あ

る
ス
イ
ス
航
空
救
助

隊

(
R
E
G
A
)
が

一
五
機
の
ヘ
リ
と
三

機
の
ジ
ェ
ッ
ト
機

で
、
年
間
約
一
万
件

の
出
動
を
行
っ
て
い

る
(
表
2
)
。

こ
れ
に
対
し
我
が

国
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

一、

0
0
0機
以
上

を
所
有
し
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
に
次
い

で
世
界
第
三
位
の
ヘ

〔
考
察
}

語外国における救急ヘリの現況

国名
開始 拠数点 機数

特 徴
年 専用/兼用

全国をア半ウ径ト5j0t一kmの内で高埋速道め尽路事く故すへの犠リ救牲急者体を
ドイツ 1970 51 43/17 制。アト ンの

劇的に減少させた。

約 京甘
民間ヘリチャーターシスァム。フフイトナー

アメリカ 1971 スとパラメデイツクが搭乗。費用は医療保険
350 350/100 か5支給される。回収率B割程度。

スイス 1973 17 17/23 
山岳地主体の地勢。国内のほとんど全域で要
請か615分以内に医師が到着する体制。

フランス 1986 28 28/24 警察、消防と並が運13¥公富的。緊急、機関として設置さ
れたSAMU

主ヘンで医と師はして街を大送の食至り業込るの所む寄。に付緊金急斎による運営。 ロンドイギリス 1987 11 22/46 陸し、患者のもと

1994 1999 2000 
総務省消防庁

1998 1997 1996 

ヘリコプタ一搬送例数

1995 
O 

1993 

表2
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場
合
は
救
急
現
場
で
の
迅
速
な
医
療
開
始
が
困
難
で

あ
り
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式
を
採
る
際
に
は
初
動
時

聞
が
延
長
す
る
等
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
段
階
で
は
都
道
府
県
を
越
え
る
運
用
が

困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
国
家
的
な
税
収
不
足
か
ら
政

府
並
び
に
都
道
府
県
は
い
ず
れ
も
緊
縮
予
算
を
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
現
状
に
あ
り
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
だ

け
で
我
が
国
の
ヘ
リ
救
急
医
療
需
要
に
対
応
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
医
療
機
関
ベ

l
ス
の
運
用
に
よ
り

機
動
性
を
確
保
し
、
医
師
同
乗
に
よ
り
救
急
現
場
か

ら
医
療
の
開
始
を
可
能
と
し
、
都
道
府
県
を
越
え
、

患
者
の
需
要
に
合
わ
せ
た
広
域
搬
送
が
可
能
な
民
間

救
急
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
を
補
完
的
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
、
救
急
現
場
又
は
搬
送
中
の
実
践
的
救
急
救

命
士
教
育
も
可
能
と
な
る
な
ど
の
副
次
的
効
果
も
期

待
さ
れ
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
の
向
上
に
大
い
に

資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
民
間
救
急
ヘ
リ
を
実
用
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
運
行
に
伴
う
費
用
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
す

る
か
と
い
う
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
小

型
ヘ
リ
を
購
入
す
る
た
め
に
は
四
j
五
億
円
、
年
間

維
持
費
用
と
し
て
は
一

j

一
・
五
億
円
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
は
決
し
て
安
い
金
額
で
は
な
い
が
、
二
次

医
療
圏
の
す
べ
て
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
は
る
か
に
費
用
対
効
果
の
点

で
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
全
国
で

三
五
五
あ
る
二
次
医
療
圏
す
べ
て
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
二

O
O施

設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
年
間
運
営
補

助
金
だ
け
で
も
国
と
都
道
府
県
か
ら
併
せ
て
約

一
四

O
億
円
の
補
助
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
、
こ
の

金
額
を
単
純
に
救
急
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
年
間
維
持
費

に
充
て
る
と
す
る
と
、
民
間
救
急
ヘ
リ
の
運
用
が
全

国
で
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

諸
外
国
の
例
を
検
討
す
る
と
、
ド
イ
ツ
で
は
、
年

間
維
持
費
の
一

O
O億
円
は
健
康
保
険
で
賄
わ
れ
て

お
り
、
ス
イ
ス
で
は
、
年
間
予
算
の
七
二
億
円
は
会

員
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
ス
イ
ス
全
人
口
の

約
二

O
%
に
あ
た
る
一
四

O
万
人
が
会
員
と
な
っ
て

お
り
、
個
人
は
年
間
二
、
四

O
O
円
、
家
族
で
も
年

間
五
、
六

O
O
円
と
い
う
わ
ず
か
な
負
担
で
、
急
な

事
故
や
重
篤
な
病
気
に
際
し
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら

で
も
ジ
ェ
ッ
ト
又
は
ヘ
リ
を
使
っ
て
希
望
す
る
医
療

機
関
へ
の
搬
送
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
警
察
ヘ
リ
や
民
間
ヘ
リ
を
運
用
す
る
た
め

に
は
様
々
な
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
動
基
準
を
作
成
し
、
救
急
隊
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
運
用
地
域
や
運
用
時
間
も
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
医
療
機
関
や
救
急
現
場
、
特
に
高
速

道
路
な
ど
で
ど
の
よ
う
に
離
着
陸
場
を
確
保
す
る
か

は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
救
急
車
、

病
院
、
消
防
署
指
令
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
間
で
通
信
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
も
避
け
て
通
れ
な
い
。
さ
ら

に
、
十
分
な
安
全
確
保
体
制
と
業
務
上
災
害
発
生
時

の
保
障
に
つ
い
て
も
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

制
度
上
か
ら
見
た
救
急
ヘ
リ
実
用
化
の
問
題
点
と

し
て
は
、
現
行
の
行
政
項
目
と
主
務
官
庁
が
厚
生
労

働
省
、
総
務
省
消
防
庁
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
な

ど
多
省
庁
に
分
か
れ
て
お
り
、
交
通
事
故
の
救
急
医

療
や
災
害
医
療
に
お
い
て
、
救
命
を
優
先
と
し
た
調

整
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
災
害
救
助
促
進
法
の
よ
う
に
、

緊
急
事
態
に
お
け
る
行
政
の
一
元
化
を
可
能
に
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
共
に
、
日
常
の
交
通
事
故

も
緊
急
事
態
と
捉
え
た
体
制
の
整
備
を
一
層
促
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

{
結
話
回
}

重
症
救
急
患
者
を
救
命
す
る
た
め
に
は
、
適
切
に

選
別
(
ト
リ
ア

l
ジ
)
さ
れ
た
傷
病
者
を
、
適
切
な

時
間
内
に
、
適
切
な
高
度
機
能
病
院
へ
搬
送
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
傷
病
者
の
状
態
が
重
篤
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
救
急
医
や
集
中
治
療
室
を
傷
病
者
の
近

く
へ
持
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
の
転
換
も
必
要
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導
入
は
必
須

で
あ
る
。
最
近
、
い
く
つ
か
の
県
や
消
防
本
部
に
お

い
て
、
消
防
・
防
災
ヘ
リ
の
救
急
運
用
が
開
始
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
厚
生
労
働
省
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業

も
着
実
な
進
歩
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
み
で
我

が
国
の
ヘ
リ
救
急
医
療
需
要
を
賄
う
の
は
困
難
で
あ

り
、
現
在
あ
る
公
的
並
び
に
民
間
ヘ
リ
を
活
用
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
緊
急
の
国
家
的
課
題
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
約
二
年
前
、
救
急
ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
れ
を
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
と
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、
将
来
的
に
は
世
界
屈

指
の
総
合
的
救
急
搬
送
体
制
を
確
立
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
消
防
・
防
災
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
警

察
ヘ
リ
、
海
上
保
安
庁
ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
、
国
間
冨

i
Z
2
ヘ
リ
が
、
相
互
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
全
国

で
日
常
的
に
活
動
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、
今
ま
さ
に
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
構
築
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

{
謝
辞
}

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
に
対
し
て
多
大

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
、
財
団
法
人
救
急
振
興
財

団
に
対
し
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
年
度
は
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や
関
係
行

政
機
関
・
団
体
、
救
急
医
療
関
係
者
等
の
理
解
と
協

力
を
深
め
な
が
ら
、
主
た
る
業
務
で
あ
る
全
国
の
救

急
隊
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得
の

た
め
の
研
修
事
業
の
一
層
の
充
実
を
期
す
る
と
と
も

に
、
救
急
に
関
す
る
各
種
の
調
査
研
究
事
業
や
、
救
命

率
向
上
を
図
る
上
で
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
住
民

に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に
関
す
る
事

業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
救
急
体
制
の
振
興
と
救

急
業
務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

ー
救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練

事
業
の
推
進

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
研
修
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
つ

つ
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
は
第
二
二
期
及
び
第

二
三
期
の
研
修
(
各
期
一
二

O
O名
を
予
定
)
を
、
ま

た
九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
第
一
五
期
及
び
第
一
六

期
の
研
修
(
各
期
二

0
0
名
を
予
定
)
を
、
そ
れ
ぞ

救急救命第8号 38

題盟置覇醤誼

れ
実
施
す
る
。

こ
の
結
果
、
明
年
三
月
末
で
の
両
研
修
所
の
卒
業

生
(
見
込
み
)
総
数
は
、
八
、
二
五
四
名
と
な
る
。

2 

救
急
に
関
す
る
調
査
碗
究
事
業
の
推
進

全
国
の
救
急
隊
員
に
対
し
実
務
的
観
点
か
ら
の
研

究
・
研
修
及
び
相
互
交
流
の
場
を
提
供
す
る
第
二

回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
横
浜
市
に
お
い

て
開
催
す
る
と
と
も
に
、
前
年
度
に
準
備
委
員
会
で

検
討
し
た
、
救
急
搬
送
に
お
け
る
傷
病
者
の
重
症
度

.
緊
急
度
判
断
の
基
準
策
定
に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
う
。
ま
た
、
「
救
急
救
命
士
の
教
育
訓
練
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
し
、
各
方
面
で

救
急
救
命
士
の
業
務
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
対
応
し
て
、
救
急
救
命
士
の

教
育
訓
練
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
医
学
的
見
地

並
び
に
研
修
事
業
担
当
関
係
者
に
よ
る
実
務
的
視
点

を
ふ
ま
え
た
、
専
門
的
な
調
査
研
究
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
、
海
外
に
お
け
る
救
急
に
関
す
る
先
進

的
な
事
例
の
調
査
や
、
消
防
機
関
・
医
療
機
関
に
お

け
る
先
進
的
な
調
査
研
究
助
成
な
ど
、
救
急
救
命
の

一
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研
究
事
業
を
推
進
す

る。3

住
民
に
対
す
る
蕗
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
関
す
る
事
業
の
推
進

心
肺
蘇
生
法
の
標
準
的
実
施
方
法
の
改
訂
を
受
け

て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
広
報
車
や
蘇
生
訓
練
用
資
器

材
の
交
付
等
の
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
住
民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す

る
応
急
手
当
の
講
習
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
救
急
基
金
事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
普

及
を
図
り
つ
つ
、
消
防
機
関
が
行
う
応
急
手
当
普
及

啓
発
用
資
器
材
の
交
付
に
活
用
す
る
。



消
防
機
関
が
行
う
応
急
手
当
普
及
講
習
の

心
肺
蘇
生
法
改
訂
に
伴
う
新
指
導
内
容
に
つ
い
て

-
基
礎
医
学
講
座

経
緯

一
九
九
九
年
よ
り
数
回
に
わ
た
り
米
国
心
臓
盟
百

(
A
H
A
)

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
各
国
の
蘇
生
関
連
団
体
の
会
合

が
開
催
さ
れ
、
種
々
の
医
療
行
為
、
特
に
心
肺
蘇
生
法

の
再
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
結
果
を
も
と

に
二

0
0
0
年
八
月
に
は
の
己
正
巳
5

2

N

C
C
C

向。円

のm
同三一
O

H
)

巳
目。
ロ
ω
ミ
問
。
ω
ロ
ω
巳
S

Z
()口
町自
己

何

E
q
m
gミ

(
リ

ω
円
。
(
い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
山
門
(出

O
〈
山

ω
(リロ
一
山
門

二
0
0
0
)
が
発
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
徴
は
一
次
救
命
処
置

(
B
L
S
)

に
お
い
て

一
般
市
民
と
医
療
提
供
者
が
行
う
手
技
が
明

確
に
区
分
け
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に

一
般
市
民
が

行
う

B
L
S
で
は
以
前
よ
り
も
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て

変
更
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
新
た
な
る
戦
略
と
し

て
、
市
民
が
行
う
電
気
的
除
細
動

(
2
σ
r
R
B
g
〉
閉
口
)

が
救
命
の
連
鎖
の
中
に
お
け
る
病
院
前
救
護
で
大
き
な

役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め

A
H
A
が
教
え

る

B
L
S
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
大
幅
な
変

更
が
み
ら
れ
て
い
る
。

2 

圏
内
で
の
流
れ

日本医科大学救急医学・

高度救命救急センタ一

吉田竜介

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

二
0
0
0
作
成
に
お
け
る
今
回
の
会

合
に
は
、
我
が
固
か
ら
も
日
本
救
急
医
療
財
団
に
よ
り

心
肺
蘇
生
法
委
員
会

(
J
R
C
)
が
組
織
さ
れ
(
図
表
1
)

日
本
の
代
表
団
体
と
し
て
出
席
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

二
0
0
0
の
発
刊
後
は
、
こ
れ
に
整
合
性

の
あ
る
形
で
日
本
に
お
け
る
統

一
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検

討
が
な
さ
れ
、

二
O
O
一
年
五
月
に

『指
導
者
の
た
め

の
救
急
蘇
生
法
の
指
針
[
改
訂
版
]
(
二

O
O
一
・
五
・

三
O
改
訂
第
二
版
)
』
が

J
R
C
よ
り
発
表
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

事
実
上
の
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
表
を
受
け
て

以
降
、
実
際
、
市
民
指
導
を
受
け
持
つ
団
体
の
一
つ
と

し
て
消
防
も
自
ら
の
組
織
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
の
作

成
に
せ
ま
ら
れ
た
た
め
『
応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ

ス
ト
』
(
総
務
省
消
防
庁
救
急
救
助
課
監
修
平
成
二
二

年

一二
月
)
及
び
『
[
改
訂
版
]
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス

ト
救
急
車
が
く
る
ま
で
に
』
(
救
急
振
興
財
団
平
成

一
三
年

二
一
月
)
が
発
刊
さ
れ
、
実
際
の
市
民
指
導
の

現
場
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
の
記
載
は
前
記
の
内
容
に
準
拠
し
て
い
る
が
、

一
部

A
H
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

二
0
0
0
も
参
照
し
た
。

日本救急医療財団心肺蘇生法委員会 |

( ]RC: ]apan Resuscitation Committee ) 

-図表1

*日本救急医療財団

*救急振興財団

*日本赤十字社

*総務庁長官官房交通安全対策室

*警察庁交通局交通企画課

*警察庁交通局運転免許課

*消防庁救急救助課

*文部科学省スポーツ・青少年局

学校健康教育課

*厚生労働省医政局指導課

*日本医師会

*日本救急医学会

*日本胸部外科学会

*日本集中治療医学会

*日本循環器学会

*日本小児科学会

*日本蘇生学会

*日本麻酔科学会

*日本臨床救急医学会

*全国消防長会

3

変
更
点
及
び
新
規
事
項

付

救
助
を
呼
ぶ

意
識
不
明
の
人
を
み
か
け
た
ら
大
声
で
助
け
を
呼
ぴ

一一

九
番
通
報
を
依
頼
す
る
が
、
傷
病
者
が

C
P
R
を

要
す
る
状
態
で
、
か
つ
他
に
誰
も
救
助
者
が
こ
な
か
っ

た
場
合
、
大
人
と
心
臓
病
の
既
往
の
明
ら
か
な
小
児
で

は
傷
病
者
を
現
場
に
残
し
て
ま
ず
最
初
に
自
分
で
一
一

九
番
通
報
に
行
く
(吾

0
5
骨
三
。
と
こ
ろ
が
同
様
の
場

合
で
通
常
の
小
児
の
場
合
や
、
あ
る
い
は
年
齢
層
を
間

わ
ず
外
傷
、
溺
水
、
中
毒
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
最
初
に
自
分
で

C
P
R
を

一
分
間
行
い
、
そ
の
後
自

分

で

二

九

番

通

報

に

行

く

(
U
F
O
D
σ

(図
表
2
)。

向
山

ω汁
)
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口
口
腔
内
確
認
の
削
除

傷
病
者
の
意
識
状
態
を
確
認
後
は
口
腔
内
異
物
を
確

認
す
る
こ
と
な
く
、
頭
部
後
屈
/
あ
ご
先
挙
上
(
統

一

訳
語
)
に
て
気
道
確
保
を
行
う
。
こ
れ
は
気
道
異
物
(
窒

息
)
で
意
識
が
な
い
場
合
は
、
口
腔
内
の
可
視
範
囲
内

に
お
け
る
異
物
の
確
認
だ
け
で
は
「
異
物
が
な
い
」
と

は
判
断
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
確
認
方

法
と
し
て
「
人
工
呼
吸
」
を
勧
め
る
の
は
、
も
し
窒
息

状
態
で
あ
れ
ば
人
工
呼
吸
を
施
行
し
て
も
送
気
が
入
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
完
全
気
道
閉
塞
を
疑
う
に
は
「
口
腔

内
確
認
」
よ
り
も
「
人
工
呼
吸
が
入
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
て
判
断
し
た
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
か
ら
で

(図
表
3
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
参
照
)
。

あ
る

-図表2

I Ph附 fi凶と Phonefastの差異 |

時

手順 系 大人 子供・乳児
列

救助要請 「助けを呼13¥J(call for help) 

周囲状況 周囲に誰もいない、呼んでも誰もこない

患者状態 ヰ溺水外傷薬物中毒|心疾患(一)心疾患 (+)

~ ~ ふ
119tel *まず1分間CPR施行 119tel 

判断 *その後119telする

V [T21 [FZ?っ [1E11 

-図表3

心肺蘇生法の流れ

司;¥
助けを呼13¥.

(呼阪の観察)

呼阪が弱ければ
人工呼吸を行う
(4-5秒に1回)

|い 二

一'人工呼吸 (2回)

|人工呼吸が入るト→簿望のサインを調三多(10秒以内)

心マッサージ:人工呼吸(15回 :2回)
*初回は (15回 :2回)を4サイクル
後に循環のサインを調べる

*以後は数分ごとに調べる

-呼阪をするか?
.咳をするか?

・体動があるか?

救急救命第8号 40



白
人
工
呼
吸

口
対
口
人
工
呼
吸
の

一
回
換
気
量
は

一
O
M
/
同

(五

O
O
l八
O
O
M
)
で
、
約
二
秒
か
け
て
送
気
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
多
す
ぎ
る
送
気
量
、

短
い
送
気
時
間
は
胃
膨
満
、
恒
吐
の
原
因
に
つ
な
が
る

か
ら
と
し
て
い
る

。
ま
た
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

二
0
0
0
で
は
不
特
定
者
に
対
す
る

口
対
口
人
工
呼
吸

に
際
し
、
感
染
対
策
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト
タ
イ
プ

の

一
方
向
弁
付
き
携
帯
型
バ
リ
ア
・
デ
バ
イ

ス
の
使
用

を
推
奨
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
使
用
し
た
時
の
送
気
量
、

送
気
時
間
も
口
対
口
人
工
呼
吸
と
同
様
と
し
て
い
る
。

四
脈
拍
触
知
の
削
除

今
ま
で
心
停
止
の
確
認
は
頚
動
脈
触
知
に
て
行
っ

て

き
た
が
、
こ
れ
ら
方
法
に
よ
る
判
断
で
は
誤
り
の
多
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
今
後、

一
般
市
民
に
は
脈
拍

触
知
を
教
え
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
循

環
の
サ
イ
ン
(
統

一
訳
語
)
(
正
常
な
自
発
呼
吸
、
咳
取
、

体
動
)
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

心
停
止
と
判
断
し
心
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
開
始
す
る
。
た
だ

し
、
確
認
に
は

一
O
秒
以
上
か
け
な

い
。
ま
た
循
環
の

サ
イ
ン
が
は

っ
き
り
し
な
い
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
心
肺

蘇
生
を
開
始
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。

回
胸
骨
圧
迫
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

大
人

(八
歳
以
上
)
及
び
小
児

(
一
歳
|
八
歳
未
満
)

の
胸
部
圧
迫
回
数
は
約

一
O
O
回
/
分
と
な
り
乳
児
(
一

歳
未
満
)
で
は
少
な
く
と
も

一
O
O
回
/
分
と
い
う
こ

と
に
な

っ
た
。

ま
た
圧
迫
回
数
一
人
工
呼
吸
の
比
は

一
五
一
二
で
あ
る

が
、
従
来
大
人
二
人
法
の
心
肺
蘇
生
で
は
五
二

で
あ

っ

た
が
気
管
内
挿
管
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
は

一
人
法
と

圧
迫
の
深
さ
は
、

大
人
で
は
従
来
の

三

・
五
l

五

仰
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
小
児
/
乳
児
で
は
胸
の
厚
さ
が

お
お
よ
そ
三
分
の

一
程
度
く
ほ
む
ま
で
と

い
う
表
現
と
な

り
、
特
に
小
児
/
乳
児
の
場
合
、
細
か
な
何
仰
と
い
う
記

載
方
法
は
な
く
な

っ
た
。

同
様

一
五

一
二
と
な

っ
た

-図表4

(図
表
4
)
。

一次心日市蘇生法

手順 大人 子供 乳児

無反応の確認
やさしく肩をたたく

「わかりますかJと声をかける 観察
Aヌ~ i、古旦t 

助けを呼ぶ 「誰か来てくださいJ (人が来たう救急車を呼ぶ)

気道確保 頭部後屈/あご先挙上

無呼阪の確認 気道確保をしつつ呼阪音を見る、聴く o (10秒以内)

呼阪
人工呼吸 気道確保を保持したまま

(2回) (500・800ml/回) 口対口 口対口/鼻
ClOml/kg) 2秒/回 1-1.5秒/回

循環のサイン 呼阪、咳敵、体動の有無(10秒以内)

循環 Il} 
目印 剣状突起下端を目安(乳頭を結ぶ線) 乳頭を結ぶ線の

2 押し方 両手 片手 1横指下、指2本

マ
3 回数 約 100回/分 100回/分以上

CPRサイクル
心マ:人工呼吸 15: 2を1サイクル 心マ5回 :呼限1回を1サイクル

脈の再確認 4サイクル後 約1分後以後2・3分ごと

脈拍触知(+) 自発呼阪(-) 人工呼吸5秒ごと 人工呼吸3秒ごと

∞

心

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

み

の

心
肺
蘇
生

人
工
呼
吸
を
行
わ
な
い
心
マ

ッ
サ
ー
ジ
だ
け
の
心
肺
蘇
生
法

も
後
記
の
場
合
に
認
め
ら
れ
た
。

ω指
令
セ
ン
タ

ー
な
ど
か

ら
の
電
話
に
よ
る
心
肺
蘇

生

の

指

導

S
Z
3
R
F
t

mwω
巳
ω円
。
巳
(
リ
司
H
N
)

ω救
助
者
が
口
対
日
人
工
呼

吸
を
で
き
な
い
場
合

ω救
助
者
が
口
対
日
人
工
呼

吸
を
望
ま
な
い
場
合

間
気
道
異
物

異
物
に
よ
る
完
全
気
道
閉
塞

(
窒
息
)
は
数
分
後
の
意
識
消
失

の
あ
と
に
引
き
続
い
て
心
停
止

を
き
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
す

ぐ
に
対
処
が
必
要
で
あ
る
が
、

ま
ず
自
分
の
目
前
で
起
こ
っ
た

窒
息
の
場
合
で
は
傷
病
者
は
声

を
出
せ
ず
に
い
き
な
り
も
が
き

苦
し
み
出
す
。
こ
の
時
、
完
全

気
道
閉
塞

(
窒
息
)
の
確
認
方

法
は

「
も
の
が
喉
に
つ
ま
っ
た

の
か
?
」
「
声
は
で
な
い
の
か
?
」

の
二
点
を
聞
き
、
す
ぐ
に
①
ハ
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(国府田原図一部改訂)

-図表5

異物排出(終了)

|意識あり |

「物がつまったのか?J
「声は出せないか?J

下記択一

*ハイムリック法
*背部叩打法
*側胸下部圧迫法

イ
ム
リ
ッ
ク
法
②
背
部
叩
打
法
③
側
胸
下
部
圧
迫

法
の
ど
れ
か

一
つ
を
施
行
す
る
。
そ
し
て
異
物
が
飛
び

出
す
か
、
意
識
が
な
く
な
る
ま
で
行
う
が
、
も
し
意
識

が
な
く
な
っ
た
な
ら

C
P
R

異物が取れす‘に意識がなくなってきたう

る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め

(
異
物
が

+
人
工
呼
吸

+
口
の
中
を
見
る

あ
れ
ば
取
る
)

二
回
)
を
行
う
。
こ
れ
は
異

物
が
と
れ
て
人
工
呼
吸
の
送

気
が
入
る
ま
で
行
い
、
そ
の

後
は
循
環
の
サ
イ
ン
を
み
て
、

そ
れ
に
対
応
す
る
処
置
を
続

(
図
表
5
)
。

け
る

改
訂
心
肺
蘇
生
法
の

特
徴
と
指
導
上
の
注
意

今
回
の
改
訂
に
伴
い
消
防

組
織
に
お
い
て
も
平
成

一
四

年
二
月
に
東
京
、
福
岡
、
札

幌
、
神
戸
、
仙
台
に
て
指
導

者
研
修
会
が
救
急
振
興
財
団

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
筆
者
も

そ
の
指
導
に
参
加
し
た
。

今
回
の
改
訂
の
特
徴
は
、

前
述
の
ご
と
く
「

一
般
人
が

行
う

B
L
S
の
簡
便
化
」
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
の
理
由
は

心
肺
蘇
生
が
必
要
か
ど
う
か

の
判
断
に
迷
う
こ
と
で
蘇
生

開
始
が
遅
れ
る
こ
と
を
避
け

4 

指
導
に
際
し
い
ろ
い
ろ

一
般
市
民
に
は
細
か
い
判
断
を

さ
せ
る
こ
と
な
く
シ
ン
プ
ル
に
指
導
し
、
そ
し
て
も
し

蘇
生
施
行
の
判
断
に
迷
っ
た
の
な
ら
、
ま
ず
行
う
こ
と

を
原
則
と
す
る
の
が
改
訂
心
肺
蘇
生
法
の
新
た
な
る
指

(
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
一
五
回

導
要
領
と
い
え
る
。

ま
た
今
回
の
改
訂
の
位
置
付
け
は
「
統

一
さ
れ
た
世

界
標
準
」
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
踏
襲

が
現
場
で
行
う
救
助
者
の
法
的
擁
護
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

救急救命第8号 42

お
わ
り
に

A
H
A
の
指
導
者
養
成
コ

l
ス
は
厳
し
く
そ
の
質
が

管
理
さ
れ
て
お
り
、
講
義
、
実
技
訓
練
の
の
ち
に
最
終

日
に
は
筆
記
試
験
、
実
技
試
験
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら

に
合
格
し
た
者
に
の
み
指
導
者
の
資
格
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
日
本
の
消
防
組
織
で
も
、
こ
の
心
肺
蘇
生
法
改

訂
を
機
に
「
世
界
標
準
」
を
考
慮
し
た
新
た
な
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
定
期
的
な
指
導
者
研
修
が
行
え
る

よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
が

5 必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

【
参
考
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献
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
海
外
旅

行
や
行
楽
帰
り
の
家
族
連
れ
の
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

き
っ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
、

一
生
の
思
い
出
に
な
る
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
我
が
家
で

は
、
家
を
新
築
し
た
た
め
、
引
越
し

に
追
わ
れ
、
家
族
旅
行
は
勿
論
の
こ

インフォメーション

コーナー原稿を

募集します

回

自[3~ρ託jS~[þ

部おち@忠告。邑藍詔

一
家
揃
っ
て
出
か
け
る
な
ど
と

い
っ
た
賛
沢
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ

た
。し

か
し
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
荷
物
を
片
付
け
た
り
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
で
作
っ
た
即
席
の
テ
ー
ブ
ル
で
食

事
を
し
た
り
と
て
ん
や
わ
ん
や
で
ヘ

ト
ヘ
ト
に
疲
れ
た
が
、
家
族
全
員
が

ひ
と
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
協
力
し

た
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

出
て
き
た
人
々
に
決
し
て
負
け
な
い

く
ら
い
の
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。(O) 

い
ち
ご
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
入
場

時
に
三

0
分
間
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

終
了
の
合
図
が
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、

約

一
時
間
、
も
う
一
生
食
べ
な
く
て
も

い
い
位
、
食
べ
尽
く
し
ま
し
た
。
当
初

の
狙
い
は
ア
イ
ベ
リ
l
で
し
た
が
、
章

姫
(
あ
き
ひ
め
)
も
特
大
で
、
甘
く
て

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お
み
や
げ
に
も

た
く
さ
ん
買
っ
た
の
で
、
帰
り
の
車
内

は
い
ち
ご
の
香
り
が
充
満
し
て
い
て
、

と
っ
て
も
幸
せ
で
し
た
。

次
回
の
「
狩
り
」
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ

で
す
。
こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
に
は
、
も

も
狩
り
の
計
画
も
立
て
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
あ
と
は
、
ぶ
ど
う
に
梨
に
・
:
。

(M) 

と

*
 

消防署で、行っている応急手当講習の様子を

レポー卜してください。

400字原稿用紙 10枚程度 (写真等を含む)

※採用分につきましては、薄謝を進呈いたします。

※このほか、読者の皆様から記事に関するご意見・ご

要望などがございましたら 、『救急救命』編集室まで

お寄せください。

-原稿送付先・

干192-0364 東京都八王子市南大沢 4-6
財団法人救急振興財団

『救急救命』編集室

TEL 0426-75-9931 FAX 0426-75-9050 

救急に関する工ピソ ドなど

内容は聞いません。

400字原稿用紙5枚程度 (写真等を含む)

救急救命士による気管内挿管が問題となっておりますが、前号(通巻第 7号)に掲載されました iUtstein様式に

よる院外心停止事例の地域データベース作成と社会復帰率向上のための因子分析」の論文内容に、気管内挿管の事

実と矛盾する部分がありました。

関係者にお詫びいたしますとともに、 読者の方々に深謝し、たします。

金沢大学大学院医学系研究科循環医科学専攻・

血液情報学・血液情報発信学(救急医学)教授 稲葉英夫

第8号-編集スタッフ
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